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は
じ
め
に
一
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
度
の
変
遷
二
、
台
湾
統
治
草
創
期
の
文
書
管
理
(
一)
三
、
台
湾
統
治
草
創
期
の
文
書
管
理
(
二)
お
わ
り
に
は
じ
め
に
日
清
戦
争
に
お
い
て
勝
利
し
た
日
本
は
、
明
治
二
八
(
一
八
九
五)
年
か
ら
台
湾
を
領
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
最
初
の
外
地
統
治
で
あ
り
、
異
民
族
を
支
配
す
る
だ
け
で
な
く
、
台
湾
島
と
い
う
新
し
い
領
域
を
帝
国
の
一
部
と
し
て
経
営
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
統
治
政
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
本
的
設
計
図
を
作
製
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
情
報
の
収
集
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
51
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京
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か
っ
た
。
つ
ま
り
、
島
内
調
査
、
所
謂
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
暮
ら
し
、
何
を
食
し
、
何
を
生
業
と
し
て
い
る
の
か
、
台
湾
の
地
形
や
資
源
お
よ
び
特
産
物
等
に
関
わ
る
詳
細
な
情
報
の
調
査
収
集
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
地
調
査
が
行
わ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
よ
う
に
調
査
し
収
集
さ
れ
た
資
料
が
、
台
湾
総
督
府
の
行
政
文
書
と
し
て
、
永
久
保
存
文
書
又
は
十
五
年
保
存
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
(
１)
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
昭
和
二
〇
(
一
九
四
五)
年
の
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
課
が
保
存
管
理
し
て
い
た
当
時
の
文
書
形
態
を
残
し
た
状
態
で
、
中
華
民
国
政
府
に
戦
利
品
と
し
て
接
収
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
却
っ
て
文
書
に
と
っ
て
は
い
い
結
果
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
、
敗
戦
に
伴
う
接
収
と
い
う
偶
然
的
事
態
が
、
廃
棄
さ
れ
る
前
の
有
期
保
存
文
書
た
る
五
年
保
存
文
書
や
一
年
保
存
文
書
を
含
む
す
べ
て
の
｢
台
湾
総
督
府
文
書｣
が
接
収
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
的
立
場
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
現
存
す
る
｢
台
湾
総
督
府
文
書｣
が
、
公
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
あ
わ
せ
た
公
文
書
と
し
て
の
原
則
に
従
っ
て
、
｢
残
さ
れ
た｣
文
書
で
は
な
く
、
文
書
保
存
制
度
下
に
お
い
て
は
残
さ
れ
る
筈
も
な
い
所
謂
｢
廃
棄｣
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
、
多
く
の
行
政
機
関
等
で
大
量
の
公
文
書
が
廃
棄
さ
れ
て
き
た
日
本
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
唯
一
体
系
的
に
残
さ
れ
た
近
代
の
公
文
書
が
、｢
台
湾
総
督
府
文
書｣
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
｢
台
湾
総
督
府
文
書｣
を
見
な
け
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
近
代
の
公
文
書
が
ど
の
よ
う
な
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
詳
細
は
も
と
よ
り
そ
の
基
本
構
造
す
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
敗
戦
と
と
も
に
国
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
各
機
関
の
公
文
書
が
廃
棄
ま
た
は
焼
却
さ
れ
る
(
２)
な
か
で
、
台
湾
に
あ
っ
た
が
故
に
現
存
し
て
い
る
と
い
う
｢
台
湾
総
督
府
文
書｣
は
、
外
地
統
治
と
い
う
予
期
し
な
か
っ
た
状
態
か
ら
始
ま
り
、
終
わ
り
も
想
定
し
な
か
っ
た
敗
戦
・
接
収
と
い
う
非
常
に
皮
肉
な
残
さ
れ
方
を
し
た
歴
史
的
に
稀
有
な
文
書
群
で
も
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
に
つ
い
て
は
、
檜
山
幸
夫
氏
が
｢
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
論
(
３)｣
の
な
か
で
概
観
し
、
文
書
編
纂
52
の
特
徴
と
し
て
｢
編
綴
の
原
則
が
事
項
・
一
件
書
類
で
は
な
く
、
個
人
乃
至
個
別
案
件
書
類
と
し
て
い
る｣
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
て
、
総
督
府
員
や
官
吏
が
利
用
す
る
に
は
便
利
な
編
纂
方
式
で
は
あ
っ
て
も
、
歴
史
資
料
と
し
て
後
に
利
用
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
検
索
す
る
に
は
手
数
の
か
か
る
不
便
な
方
式
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
、
水
野
保
氏
も
｢
明
治
三
二
年
を
中
心
と
し
た
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
―
検
索
利
用
上
の
視
点
を
ま
じ
え
て
(
４)｣
に
お
い
て
、
当
時
の
組
織
と
文
書
管
理
制
度
を
含
め
て
検
索
す
る
必
要
性
を
述
べ
、
検
索
利
用
上
の
視
点
を
通
じ
て
見
た
上
で
、
研
究
者
が
利
用
す
る
際
に
は
各
組
織
に
お
け
る
仕
事
内
容
を
も
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
｢
台
湾
総
督
府
及
び
地
方
庁
の
文
書
管
理
制
度
(
５)｣
の
｢
二
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
度｣
の
な
か
で
、
軍
政
下
の
文
書
管
理
制
度
と
民
政
復
帰
後
の
文
書
管
理
制
度
に
分
け
て
制
度
を
中
心
と
し
て
分
析
し
、
草
創
期
の
台
湾
総
督
府
で
は
、
官
房
文
書
課
が
主
管
し
個
々
の
公
文
書
を
管
理
し
、
制
度
上
に
お
い
て
は
永
久
保
存
文
書
以
外
は
保
存
期
限
終
了
後
に
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
書
管
理
制
度
上
に
お
け
る
分
析
だ
け
で
は
本
来
の
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
論
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
制
度
の
変
遷
過
程
を
見
る
と
、
制
度
と
実
態
と
の
乖
離
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
原
因
を
探
究
す
る
に
は
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
内
容
ま
で
も
追
っ
て
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
を
見
る
に
は
、
ま
ず
統
治
機
関
た
る
台
湾
総
督
府
の
組
織
機
構
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
組
織
機
構
を
理
解
し
た
上
で
法
制
度
を
分
析
し
、
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
の
実
態
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
法
制
度
と
実
態
と
の
乖
離
が
ど
の
よ
う
に
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
も
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
、
法
制
度
と
実
態
と
の
乖
離
か
ら
、
台
湾
総
督
府
が
ど
の
よ
う
に
法
制
度
の
整
備
を
実
施
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
を
整
理
し
て
み
た
い
。
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
は
、
次
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。
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先
ず
、
第
一
期
の
草
創
期
、
第
二
期
の
完
成
期
、
第
三
期
の
戦
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
期
を
制
度
面
か
ら
見
る
と
、
第
一
期
の
草
創
期
に
お
い
て
は
、
明
治
二
八
年
に
｢
民
政
局
分
課
規
程
(
６)｣
、｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則
(
７)｣
(
以
下
、｢
二
八
年
民
政
局
記
録
規
則｣
と
い
う)
、｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則
(
８)｣
(
以
下
、｢
二
八
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
と
い
う)
が
制
定
さ
れ
、
次
い
で
、
同
二
九
年
に
｢
民
政
局
処
務
規
程
(
９)｣
、｢
民
政
局
記
録
規
則
(
)｣
(
以
下
、
二
九
年
民
政
局
記
録
規
則｣
と
い
う)
、｢
民
政
局
記
録
分
類
規
則
(
)｣
(
以
下
、｢
二
九
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
と
い
う)
お
よ
び
｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則
(
)｣
が
制
定
さ
れ
、
領
有
初
期
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
の
基
礎
と
な
る
規
則
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
規
程
に
よ
り
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
が
形
作
ら
れ
た
と
い
う
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の
初
期
段
階
で
あ
る
。
第
二
期
の
完
成
期
で
は
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
明
治
三
四
年
一
一
月
に
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
(
)｣
(
以
下
、｢
処
務
規
程｣
と
い
う)
が
定
め
ら
れ
、
こ
の
｢
処
務
規
程｣
と
そ
れ
ま
で
の
｢
二
九
年
民
政
局
記
録
規
則｣
、｢
二
九
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
、｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
を
も
っ
て
文
書
の
管
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
｢
処
務
規
程｣
は
、
三
四
年
の
制
定
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
の
間
、
事
務
処
理
に
お
け
る
基
盤
と
な
っ
た
規
程
で
あ
り
、
こ
の
規
程
を
中
心
と
し
て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
第
二
は
、
明
治
三
八
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
記
録
・
分
類
・
保
存
の
三
つ
の
規
則
が
改
修
さ
れ
て
、｢
官
房
並
民
政
部
文
書
保
存
規
則
(
)｣
(
以
下
、｢
文
書
保
存
規
則｣
と
い
う)
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
三
四
年
の
｢
処
務
規
程｣
と
三
八
年
の
｢
文
書
保
存
規
則｣
の
二
つ
の
規
程
に
よ
り
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
完
成
に
近
づ
き
安
定
期
に
向
か
お
う
と
し
た
時
期
で
あ
る
。
第
三
は
、
台
湾
統
治
三
〇
年
を
経
た
昭
和
二
年
に
、
三
四
年
の
｢
処
務
規
程｣
と
三
八
年
の
｢
文
書
保
存
規
則｣
を
改
修
し
、
条
項
を
総
則
・
接
受
及
配
付
・
発
議
及
決
裁
・
施
行
及
回
付
・
編
纂
及
保
存
・
雑
則
の
六
つ
の
章
に
分
け
て
、
文
書
の
取
扱
を
行
う
た
め
の
処
務
規
程
と
文
書
の
保
存
管
理
を
行
う
た
め
の
文
書
保
存
規
則
と
を
合
わ
せ
た
文
書
取
扱
規
程
が
制
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、｢
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
(
)｣
(
以
下
、｢
文
書
取
扱
規
程｣
と
い
う)
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
三
四
年
か
ら
の
処
務
規
程
54
は
廃
止
さ
れ
、
こ
の
文
書
管
理
に
関
す
る
新
た
な
規
程
に
よ
り
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
度
の
完
結
を
み
た
の
で
あ
る
。
三
四
年
と
三
八
年
の
二
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
し
、
最
後
に
｢
文
書
取
扱
規
程｣
と
い
う
一
つ
の
規
程
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
完
成
す
る
ま
で
の
時
期
が
第
二
期
の
完
成
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
完
成
さ
れ
た
文
書
規
程
は
、
太
平
洋
戦
争
下
の
昭
和
一
九
年
三
月
一
二
日
に
、
戦
時
体
制
に
合
わ
せ
た
極
端
な
規
程
に
改
正
さ
れ
て
し
ま
う
。
終
戦
の
前
年
に
改
正
さ
れ
た
戦
時
下
の
規
程
が
運
用
さ
れ
て
い
た
時
期
が
第
三
期
の
戦
時
期
で
あ
る
。
こ
の
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
、
保
存
か
廃
棄
か
と
い
う
二
つ
の
選
択
肢
し
か
な
い
極
端
な
規
程
は
、
終
戦
ま
で
の
み
な
ら
ず
、
現
代
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
保
存
規
程
と
い
う
よ
り
も
廃
棄
規
程
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
運
用
が
、
戦
後
七
〇
年
を
経
た
現
代
に
お
い
て
も
未
だ
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
第
三
期
の
シ
ス
テ
ム
は
息
づ
い
て
お
り
、
森
友
学
園
・
加
計
学
園
問
題
に
お
い
て
は
、
各
省
庁
が
文
書
管
理
規
則
で
定
め
た
類
型
に
当
た
ら
な
い
文
書
だ
と
し
て
、
内
閣
府
の
審
査
を
経
ず
に
廃
棄
し
て
い
た
実
態
が
生
じ
た
た
め
、
内
閣
府
は
、
公
文
書
を
管
理
す
る
際
の
基
準
と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
案
を
示
す
(
)
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
文
書
を
保
存
す
る
と
い
う
認
識
さ
え
も
な
い
、
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
文
書
管
理
よ
り
も
劣
悪
な
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
台
湾
を
領
有
し
て
か
ら
台
湾
島
内
が
平
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
約
一
年
を
要
し
、
異
民
族
を
支
配
す
る
と
い
う
初
め
て
の
状
況
下
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
が
実
施
し
た
行
為
の
証
で
あ
る
行
政
文
書
を
保
存
管
理
す
る
と
い
う
体
制
を
整
え
る
に
は
、
人
材
的
に
も
時
間
的
に
も
充
分
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
文
書
管
理
担
当
部
局
の
変
遷
を
追
い
な
が
ら
、
法
制
度
と
実
態
と
の
乖
離
を
考
察
し
、
草
創
期
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
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一
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
度
の
変
遷
本
節
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
の
変
遷
を
見
て
い
く
前
に
、
台
湾
領
有
初
期
の
段
階
で
は
、
島
内
の
平
定
を
目
的
と
し
て
開
府
直
後
に
軍
政
を
施
行
し
た
た
め
、
台
湾
総
督
府
内
で
の
文
書
を
取
り
扱
う
部
署
が
総
督
官
房
な
の
か
そ
れ
と
も
民
政
局
な
の
か
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
領
有
初
期
に
お
け
る
文
書
の
取
扱
部
署
を
定
め
て
い
る
規
則
は
、
明
治
二
八
年
五
月
に
制
定
さ
れ
た
｢
台
湾
総
督
府
仮
条
例
(
)｣
で
あ
り
、
そ
の
第
一
三
条
に
｢
総
督
官
房
ニ
秘
書
記
録
用
度
ノ
三
課
ヲ
置
キ
秘
書
課
ハ
職
員
往
復
等
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
リ
記
録
課
ハ
記
録
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
リ
用
度
課
ハ
物
品
ノ
出
納
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
督
官
房
に
記
録
課
を
置
い
た
こ
と
、
そ
の
記
録
課
が
記
録
に
関
す
る
事
務
を
掌
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
督
官
房
が
担
当
部
署
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
を
把
握
す
る
た
め
に
、
処
務
規
則
と
文
書
管
理
規
則
を
纏
め
た
表
が
次
の
第
一
表
で
あ
る
。
56
第
一
表
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
の
内
容
と
そ
の
変
遷
年
月
日
法
令
主
な
内
容
明
治
二
八
年
五
月
二
一
日
台
湾
総
督
府
仮
条
例
第
一
三
条
総
督
官
房
ニ
秘
書
記
録
用
度
ノ
三
課
ヲ
置
キ
(
中
略)
記
録
課
ハ
記
録
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
リ
八
月
五
日
文
書
取
扱
仮
規
程
(
)
第
一
二
項
急
務
に
応
じ
る
た
め
に
仮
規
程
を
定
め
る
文
書
受
付
ハ
当
分
内
務
部
ニ
於
テ
其
主
任
ヲ
定
メ
主
務
ノ
部
課
ヘ
交
付
ス
ベ
シ
八
月
六
日
台
湾
総
督
府
条
例
(
)
(
軍
政)
陸
達
第
七
〇
号
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)57
八
月
二
九
日
民
政
局
分
課
規
程
第
二
条
文
書
課
ハ
公
文
書
及
成
案
文
書
ノ
接
受
発
送
保
存
及
統
計
報
告
ノ
調
製
並
図
書
ノ
管
理
ニ
関
ス
ル
事
項
民
政
局
文
書
処
理
手
続
(
)
第
三
条
局
長
ニ
提
出
シ
タ
ル
成
案
ニ
シ
テ
総
督
若
ハ
参
謀
長
局
長
ノ
決
裁
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
丶
内
幕
僚
副
官
部
ニ
於
テ
発
送
ノ
手
続
ヲ
為
サ
丶
ル
モ
ノ
ハ
局
員
ノ
身
分
進
退
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
丶
外
凡
テ
文
書
課
ニ
於
テ
発
送
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則
第
一
条
民
政
局
ノ
記
録
文
書
ハ
凡
テ
文
書
課
記
録
掛
ニ
於
テ
之
ヲ
管
理
ス
九
月
一
日
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則
第
一
条
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則
第
四
条
民
政
局
記
録
分
類
ハ
之
ヲ
大
別
シ
テ
二
十
九
門
ト
シ
門
ヲ
分
チ
テ
部
ト
シ
部
ヲ
分
チ
テ
類
ト
シ
文
書
ハ
凡
テ
各
類
ニ
依
リ
編
次
ス
其
類
別
ハ
別
表
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
既
廃
ノ
法
規
等
ニ
基
ケ
ル
文
書
ニ
シ
テ
将
来
ニ
同
種
ノ
公
文
ナ
シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
及
参
考
摘
要
書
ハ
之
ヲ
類
別
外
ト
シ
別
ニ
之
ヲ
保
管
ス
明
治
二
九
年
三
月
三
一
日
台
湾
総
督
府
民
政
局
各
部
分
課
規
程
(
)
第
七
条
台
湾
総
督
府
条
例
民
政
(
)
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
公
文
書
類
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
三
統
計
報
告
及
官
報
掲
載
ニ
関
ス
ル
事
項
五
月
二
一
日
台
湾
総
督
府
民
政
局
内
務
部
処
務
細
則
()
第
六
条
凡
ソ
内
務
部
ニ
到
達
ス
ル
文
書
ハ
庶
務
課
文
書
主
任
ニ
於
テ
之
ヲ
受
ケ
親
展
書
ノ
外
総
テ
開
封
ノ
上
左
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
六
月
一
一
日
民
政
局
処
務
規
程
(
)
第
一
条
凡
ソ
本
局
ニ
到
達
ス
ル
公
文
書
ハ
総
務
部
文
書
課
ニ
接
受
シ
課
長
ハ
毎
日
午
前
之
ヲ
取
纏
メ
開
封
シ
件
名
番
号
等
ヲ
簿
冊
ニ
記
入
シ
総
務
部
長
ノ
査
閲
ニ
供
ス
58
ヘ
シ
民
政
局
長
若
ハ
総
務
部
長
親
展
ノ
文
書
ハ
文
書
課
長
ヨ
リ
総
務
部
長
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
九
月
八
日
民
政
局
記
録
規
則
(
)
第
一
条
民
政
局
記
録
分
類
規
則
(
)
第
一
条
民
政
局
ノ
記
録
文
書
ハ
凡
テ
文
書
課
記
録
掛
ニ
於
テ
之
ヲ
管
理
ス
民
政
局
記
録
文
書
ハ
之
ヲ
大
別
シ
テ
拾
九
門
ト
シ
門
ヲ
別
チ
テ
部
ト
シ
部
ヲ
別
チ
テ
類
ト
シ
文
書
ハ
凡
テ
各
類
ニ
依
リ
編
次
ス
其
類
別
ハ
別
表
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
民
政
局
文
書
保
存
規
則
第
一
条
文
書
ノ
保
存
ヲ
分
チ
左
ノ
四
種
ト
ス
第
一
種
永
久
第
二
種
十
五
年
第
三
種
五
年
第
四
種
一
年
明
治
三
〇
年
六
月
二
二
日
民
政
局
事
務
仮
規
程
(
)
第
五
条
第
七
条
(
台
湾
総
督
府
民
政
局
各
部
分
課
規
程
廃
止)
総
務
部
ニ
秘
書
課
、
文
書
課
、
外
事
課
、
衛
生
課
、
調
査
課
ヲ
置
ク
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
項
ヲ
掌
ル
一
公
文
書
類
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
三
統
計
報
告
及
官
報
掲
載
ニ
関
ス
ル
事
項
一
〇
月
二
一
日
台
湾
総
督
府
官
制
(
)
第
一
四
条
(
勅
令
第
三
六
二
号)
総
督
府
ニ
総
督
官
房
ヲ
置
ク
総
督
官
房
ニ
副
官
二
人
及
専
任
秘
書
官
二
人
ヲ
置
ク
機
密
事
務
及
文
書
ノ
取
扱
ヲ
掌
ル
台
湾
総
督
府
民
政
局
処
務
細
則
(
)
第
一
条
局
長
附
書
記
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
公
文
書
類
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
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一
公
文
書
類
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
官
房
処
務
細
則
(
)
【
総
督
官
房
文
書
課
】
第
二
条
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
公
文
書
類
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
一
公
文
書
類
ノ
保
存
編
纂
ニ
関
ス
ル
事
項
第
三
条
凡
ソ
本
府
ニ
到
達
ス
ル
公
文
書
ハ
文
書
課
受
付
ニ
於
テ
之
ヲ
収
受
シ
本
府
若
ハ
総
督
宛
ノ
文
書
ハ
之
ヲ
文
書
課
長
ニ
差
出
シ
各
局
若
ハ
各
局
長
宛
ノ
文
書
ハ
之
ヲ
当
該
局
長
附
書
記
ニ
送
付
ス
ヘ
シ
一
〇
月
二
八
日
台
湾
総
督
府
行
政
事
務
規
程
(
)
第
四
条
(
訓
令
第
一
三
六
号)
官
房
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
四
公
文
書
類
及
成
案
文
書
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
六
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
明
治
三
一
年
六
月
二
〇
日
台
湾
総
督
府
官
制
中
改
正
(
)
第
一
四
条
(
勅
令
第
一
〇
六
号)
【
総
督
官
房
文
書
課
】
｢
機
密
事
務
及
文
書
ノ
取
扱｣
ヲ
｢
機
密
ニ
関
ス
ル
事
務｣
ニ
改
ム
六
月
三
〇
日
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
(
)
第
六
条
第
八
条
(
訓
令
第
一
四
九
号)
民
政
部
ニ
人
事
課
、
文
書
課
、
外
事
課
、
県
治
課
、
警
保
課
、
土
木
課
、
衛
生
課
、
主
計
課
、
税
務
課
、
法
務
課
、
学
務
課
、
殖
産
課
、
通
信
課
、
調
査
課
、
会
計
課
ヲ
置
ク
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
、
公
文
書
類
及
成
案
文
書
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
三
、
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
七
月
二
日
台
湾
総
督
府
民
政
部
処
務
規
程
(
)
第
一
条
凡
ソ
民
政
部
ニ
到
達
ス
ル
公
文
書
ハ
文
書
課
ニ
接
受
シ
文
書
課
長
ハ
毎
日
午
前
60
(
訓
令
第
一
六
八
号)
之
ヲ
取
纏
メ
開
封
シ
其
件
名
若
ハ
要
旨
ヲ
発
受
件
名
簿
ニ
登
記
シ
及
接
受
ノ
月
日
記
号
ヲ
本
書
ニ
付
記
シ
恒
例
ノ
文
書
ハ
之
ヲ
各
課
長
ニ
配
付
シ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
総
督
又
ハ
民
政
長
官
ノ
査
閲
ニ
供
シ
テ
配
付
ス
ヘ
シ
総
督
又
ハ
民
政
長
官
親
展
ノ
文
書
ハ
文
書
課
長
ヨ
リ
秘
書
官
ニ
移
シ
若
ハ
民
政
長
官
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
人
事
又
ハ
警
察
ニ
関
シ
秘
密
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
発
受
件
名
簿
ヲ
区
別
ス
ヘ
シ
明
治
三
三
年
一
〇
月
二
四
日
民
政
部
記
録
規
則
改
正
(
)
第
一
条
凡
ソ
台
湾
総
督
府
民
政
部
ニ
於
テ
主
管
ス
ル
一
切
ノ
文
書
ハ
民
政
部
文
書
課
ニ
収
菟
シ
本
則
ニ
依
リ
編
纂
保
存
又
ハ
廃
棄
ス
ヘ
シ
但
特
命
ニ
依
ル
秘
密
文
書
ハ
本
則
ニ
依
ル
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス
明
治
三
四
年
一
一
月
一
一
日
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
改
正
第
一
条
(
訓
令
第
三
五
五
号)
【
総
督
官
房
文
書
課
】
凡
ソ
本
府
ニ
到
達
ス
ル
公
文
書
ハ
文
書
課
ニ
接
受
シ
文
書
課
長
ハ
毎
日
午
前
之
ヲ
取
纏
メ
開
封
シ
接
受
ノ
月
日
記
号
ヲ
本
書
ニ
付
記
シ
其
ノ
件
名
若
ク
ハ
要
旨
ヲ
発
受
件
名
簿
ニ
登
記
シ
総
督
又
ハ
民
政
長
官
ノ
査
閲
ニ
供
シ
之
ヲ
各
部
局
長
ニ
配
付
ス
ヘ
シ
明
治
三
八
年
三
月
三
一
日
官
房
並
民
政
部
文
書
保
存
規
則
第
一
条
文
書
特
殊
取
扱
手
続
(
)
書
類
貸
出
手
続
()
凡
ソ
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
ニ
於
テ
主
管
ス
ル
一
切
ノ
文
書
ハ
官
房
文
書
課
ニ
収
菟
シ
本
則
ニ
依
リ
編
纂
保
存
又
ハ
廃
棄
ス
ヘ
シ
但
シ
特
命
ニ
依
ル
秘
密
文
書
ハ
本
則
ニ
依
ル
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス
明
治
三
九
年
一
月
一
三
日
三
月
二
六
日
特
殊
取
扱
文
書
分
類
表
改
正
(
)
保
存
文
書
分
類
表
並
特
殊
取
扱
文
書
分
類
表
追
加
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
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明
治
四
〇
年
七
月
三
日
保
存
文
書
分
類
表
改
正
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
明
治
四
二
年
一
月
九
日
文
書
保
存
分
類
表
改
正
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
一
一
月
二
二
日
官
房
文
書
課
事
務
分
掌
規
程
改
正
(
)
分
掌
規
程
明
治
四
四
年
一
〇
月
一
六
日
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
各
局
署
部
分
課
規
程
(
)
第
三
条
官
房
ニ
秘
書
課
、
文
書
課
、
統
計
課
及
外
事
課
ヲ
置
ク
第
五
条
(
訓
令
第
一
八
七
号)
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
公
文
書
類
及
成
案
文
書
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
ノ
編
纂
保
管
及
図
書
ノ
保
管
ニ
関
ス
ル
事
項
明
治
四
五
年
七
月
一
三
日
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
改
正
(
)
第
二
〇
条
(
訓
令
第
一
六
〇
号)
各
部
局
長
ハ
文
書
課
ト
ノ
文
書
受
授
ノ
責
ニ
任
シ
文
書
主
任
ヲ
置
キ
之
ヲ
取
扱
ハ
シ
ム
大
正
元
年
八
月
一
七
日
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
改
正
(
)
第
二
一
条
(
訓
令
第
一
〇
号)
｢
受
領
者
ノ
捺
印
ヲ
要
シ
且｣
を
削
除
大
正
三
年
九
月
二
日
保
存
文
書
分
類
表
中
門
及
類
設
置
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
大
正
八
年
七
月
一
九
日
保
存
文
書
分
類
表
改
正
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
大
正
九
年
一
二
月
二
日
保
存
文
書
分
類
表
改
正
(
	)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
62
大
正
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
保
存
文
書
分
類
表
改
正
(
)
保
存
文
書
分
類
の
変
更
昭
和
二
年
七
月
一
四
日
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
第
二
条
(
訓
令
第
三
七
号)
本
令
ニ
於
テ
文
書
ト
称
ス
ル
ハ
発
議
文
書
及
報
告
―
情
報
其
ノ
他
ノ
供
閲
文
書
ヲ
謂
フ
文
書
ハ
之
ヲ
甲
類
、
乙
類
ノ
二
種
ニ
分
チ
総
督
、
総
務
長
官
ノ
決
裁
ヲ
経
ヘ
キ
文
書
ヲ
甲
類
、
其
ノ
他
ノ
モ
ノ
ヲ
乙
類
ト
ス
電
報
ハ
文
書
ニ
準
ス
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正
(
)
第
一
九
条
中
及
第
三
〇
条
中
(
訓
令
第
一
一
一
号)
｢
府
報｣
ヲ
｢
台
湾
総
督
府
官
報｣
ニ
改
ム
第
一
一
条
文
書
ニ
物
品
、
金
券
、
郵
便
切
手
、
収
入
印
紙
其
ノ
他
ノ
添
附
物
ア
ル
ト
キ
ハ
欄
外
ニ
其
ノ
種
類
及
員
数
ヲ
記
入
ス
ル
ノ
外
受
付
ヲ
押
捺
シ
文
書
収
発
件
名
補
助
簿
ニ
記
入
ノ
上
之
ヲ
主
務
局
部
課
ニ
配
付
シ
受
領
印
ヲ
徴
ス
ヘ
シ
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正
(
)
第
二
六
条
(
訓
令
第
二
一
一
号)
｢
総
務
局｣
ヲ
｢
審
議
室｣
ニ
改
ム
昭
和
一
九
年
三
月
一
二
日
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正
(
)
第
四
〇
条
(
訓
令
第
四
〇
号)
文
書
ノ
保
存
ハ
左
ノ
二
種
ト
ス
一
永
久
法
律
又
ハ
命
令
ノ
制
定
又
ハ
改
廃
ニ
関
ス
ル
文
書
、
例
規
ノ
基
ト
ナ
ル
ヘ
キ
文
書
、
法
律
又
ハ
命
令
ノ
執
行
ニ
関
シ
例
証
ヲ
挙
ク
ル
訓
令
、
内
訓
、
指
令
、
通
牒
等
ニ
関
ス
ル
文
書
、
職
員
ノ
進
退
及
歴
史
ノ
徴
考
ト
為
ル
ヘ
キ
文
書
、
重
大
ナ
ル
工
事
ニ
関
ス
ル
文
書
、
訴
願
裁
決
ニ
関
ス
ル
文
書
並
ニ
重
要
ナ
ル
処
分
ニ
関
ス
ル
文
書
其
ノ
他
永
久
保
存
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
こ
の
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
の
変
遷
表
か
ら
、
次
の
よ
う
に
文
書
を
取
り
扱
う
部
署
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
三
四
年
一
一
月
一
一
日
に
｢
処
務
規
程｣
が
改
正
さ
れ
、
総
督
官
房
文
書
課
が
文
書
取
扱
担
当
部
署
と
な
る
ま
で
は
、
文
書
の
取
扱
は
、
総
督
官
房
記
録
課
(
明
治
二
八
年
台
湾
総
督
府
仮
条
例)
⇒
民
政
局
内
務
部
(
文
書
取
扱
仮
規
程)
⇒
総
督
幕
僚
副
官
部
お
よ
び
民
政
局
局
長
部
(
台
湾
総
督
府
条
例
・
幕
僚
副
官
部
処
務
細
則
・
民
政
局
分
課
規
程)
⇒
民
政
局
総
務
部
文
書
課
(
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
条
例
・
民
政
局
処
務
規
程)
⇒
総
督
官
房
文
書
課
(
明
治
三
〇
年
台
湾
総
督
府
官
制)
⇒
総
督
官
房
文
書
課
お
よ
び
民
政
部
文
書
課
(
明
治
三
一
年
台
湾
総
督
府
官
制
・
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程)
⇒
総
督
官
房
文
書
課
(
明
治
三
四
年
台
湾
総
督
府
官
制
・
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
・
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
警
察
本
署
及
各
局
分
課
規
程)
と
変
遷
し
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
外
地
統
治
機
関
と
し
て
最
初
の
領
土
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
八
年
当
初
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
が
手
探
り
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
民
政
の
統
括
者
で
あ
る
民
政
局
長
か
ら
民
政
長
官
・
総
務
長
官
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
大
正
八
年
ま
で
を
、
台
湾
総
督
府
官
制
を
基
に
文
書
取
扱
担
当
部
署
を
見
て
い
く
と
、
次
の
第
二
表
の
よ
う
に
な
る
。
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二
一
年
前
号
ニ
該
当
セ
サ
ル
モ
ノ
『
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂』
『
警
察
沿
革
誌』
『
台
湾
総
督
府
報』
『
台
湾
総
督
府
官
報』
よ
り
作
成
。
※
表
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
ま
ず
、
仮
条
例
時
の
総
督
官
房
記
録
課
か
ら
始
ま
り
、
文
書
取
扱
仮
規
程
時
の
文
書
収
受
は
民
政
局
内
務
部
が
担
当
し
、
軍
政
条
例
時
に
は
暫
定
的
な
取
扱
い
と
し
て
幕
僚
副
官
部
と
民
政
局
局
長
部
と
に
分
割
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
民
政
条
例
時
に
は
民
政
局
総
務
部
文
64
第
二
表
文
書
取
扱
担
当
部
署
の
変
遷(
明
治
二
八
年
〜
大
正
八
年)
年
月
法
令
文
書
取
扱
担
当
部
署
明
治
二
八
年
五
月
台
湾
総
督
府
仮
条
例
(
)
総
督
官
房
記
録
課
明
治
二
八
年
八
月
文
書
取
扱
仮
規
程
(
)
民
政
局
内
務
部
明
治
二
八
年
八
月
台
湾
総
督
府
条
例
(
)
(
軍
政)
、
幕
僚
副
官
部
処
務
細
則
(
)
、
民
政
局
分
課
規
程
(
)
総
督
幕
僚
副
官
部
・
民
政
局
局
長
部
明
治
二
九
年
三
月
台
湾
総
督
府
条
例
(
)
(
民
政)
、
民
政
局
処
務
規
程
(
)
民
政
局
総
務
部
文
書
課
明
治
三
〇
年
一
〇
月
台
湾
総
督
府
官
制
(
)
総
督
官
房
文
書
課
明
治
三
一
年
六
月
台
湾
総
督
府
官
制
(
	)
、
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
(

)
総
督
官
房
文
書
課
・
民
政
部
文
書
課
明
治
三
四
年
一
一
月
台
湾
総
督
府
官
制
(
)
、
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
(
)
、
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
警
察
本
署
及
各
局
分
課
規
程
総
督
官
房
文
書
課
明
治
四
二
年
一
〇
月
台
湾
総
督
府
官
制
総
督
官
房
文
書
課
明
治
四
四
年
一
〇
月
台
湾
総
督
府
官
制
総
督
官
房
文
書
課
大
正
四
年
七
月
台
湾
総
督
府
官
制
総
督
官
房
文
書
課
大
正
八
年
六
月
台
湾
総
督
府
官
制
総
督
官
房
文
書
課
本
表
中
の
台
湾
総
督
府
の
条
例
、
官
制
、
規
程
、
細
則
等
の
法
令
よ
り
作
成
。
書
課
に
統
合
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
官
制
時
に
は
総
督
官
房
文
書
課
に
、
次
い
で
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
時
に
は
総
督
官
房
文
書
課
と
民
政
部
文
書
課
に
再
び
分
か
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
警
察
本
署
及
各
局
分
課
規
程
時
に
お
い
て
総
督
官
房
文
書
課
に
統
合
さ
れ
て
か
ら
は
、
総
督
官
房
文
書
課
が
台
湾
総
督
府
の
行
政
文
書
を
保
存
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
担
当
部
局
の
度
重
な
る
異
動
は
、
混
乱
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
の
編
綴
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
混
乱
の
背
景
に
あ
る
も
の
が
担
当
部
局
の
改
編
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
は
、
一
件
の
関
係
文
書
が
、
総
督
官
房
が
必
要
上
手
元
に
保
存
し
て
い
た
｢
官
房｣
と
い
う
名
前
が
付
さ
れ
た
簿
冊
と
、
文
書
課
に
引
き
継
が
れ
た
文
書
が
編
綴
さ
れ
た
簿
冊
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
綴
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
一
層
台
湾
総
督
府
文
書
の
興
味
深
さ
と
な
っ
て
も
い
よ
う
(
)
。
こ
の
ほ
か
に
、
官
房
文
書
課
が
文
書
取
扱
担
当
部
署
に
な
る
ま
で
は
、
文
書
を
分
類
し
て
保
存
管
理
す
る
た
め
の
文
書
の
分
類
を
定
め
た
保
存
文
書
分
類
表
が
数
回
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の
度
重
な
る
分
類
表
の
改
正
に
よ
り
、
文
書
の
保
存
管
理
を
担
っ
て
い
る
総
督
官
房
文
書
課
の
職
員
は
、
文
書
の
分
類
に
非
常
に
手
間
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
文
書
庫
内
に
お
い
て
こ
の
分
類
表
を
貼
り
付
け
た
板
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
板
に
貼
り
付
け
た
分
類
表
を
見
な
が
ら
、
文
書
の
分
類
整
理
や
編
綴
さ
ら
に
は
文
書
の
探
索
な
ど
の
際
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
明
治
三
一
年
に
お
け
る
総
督
官
房
文
書
課
と
民
政
部
文
書
課
と
の
分
業
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
次
節
に
お
い
て
、
明
治
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
文
書
管
理
制
度
に
つ
い
て
詳
細
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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二
、
台
湾
統
治
草
創
期
の
文
書
管
理
(
一)
本
節
で
は
、
明
治
二
八
年
か
ら
三
〇
年
ま
で
の
台
湾
統
治
草
創
期
に
お
け
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
み
て
い
く
が
、
こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
、
法
令
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
で
草
創
期
に
お
け
る
特
徴
を
纏
め
る
こ
と
に
す
る
。
明
治
二
八
年
六
月
に
始
動
し
た
台
湾
総
督
府
で
は
、
行
政
の
急
務
に
応
じ
る
た
め
に
、
八
月
五
日
に
、｢
文
書
取
扱
仮
規
程
(
)｣
が
制
定
さ
れ
る
。
仮
規
程
で
あ
る
た
め
、
第
一
項
に
、｢
当
分
此
規
則
ニ
依
リ
処
理
ス
ヘ
シ｣
と
し
て
、｢
当
分｣
と
の
理
を
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
二
項
に
お
い
て
も
、
第
二
項
の
文
書
の
受
付
は
｢
当
分
内
務
部
ニ
於
テ
其
主
任
ヲ
定
メ
主
務
ノ
部
長
ヘ
交
付
ス
ヘ
シ｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、｢
当
分｣
の
間
は
内
務
部
が
文
書
を
収
受
し
主
務
部
長
へ
提
出
し
指
示
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
か
る
仮
規
程
の
内
容
は
、
①
文
書
を
収
受
し
た
際
に
は
文
書
受
付
簿
に
登
記
し
、
主
務
の
上
官
に
提
出
し
指
示
を
受
け
処
分
案
を
具
し
て
決
裁
を
経
て
か
ら
執
行
す
る
こ
と
、
②
文
書
を
発
送
す
る
際
に
は
文
書
発
送
簿
に
記
入
し
番
号
を
付
し
て
か
ら
発
送
す
る
こ
と
、
郵
便
に
て
発
送
す
る
文
書
に
は
封
筒
に
｢
公
用｣
の
二
字
を
朱
書
き
し
、
秘
密
を
要
す
る
文
書
に
は
｢
親
展｣
の
二
字
を
併
せ
て
朱
書
き
す
る
こ
と
、
③
発
送
す
る
文
書
に
付
す
る
番
号
は
頭
字
を
冠
す
る
こ
と
(
民
政
局
内
務
部
な
ら
民
内
第
○
○
号
と
記
す
な
ど)
、
往
復
文
書
中
に
お
い
て
極
め
て
軽
易
な
る
も
の
は
番
号
を
付
せ
ず
｢
番
外｣
と
朱
書
き
す
る
こ
と
、
④
既
決
文
書
を
編
綴
す
る
際
は
簿
冊
数
や
題
号
が
乱
雑
に
渉
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
主
務
課
に
お
い
て
予
め
一
定
期
間
置
く
こ
と
、
⑤
一
件
の
文
書
に
し
て
種
々
の
事
件
に
関
連
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
中
で
重
要
と
認
め
る
事
件
を
も
っ
て
簿
冊
に
併
綴
す
る
こ
と
、
⑥
令
達
や
官
報
は
編
輯
主
任
に
お
い
て
部
員
一
般
に
周
知
の
手
続
き
を
了
し
、
号
を
逐
っ
て
編
輯
す
る
こ
と
、
番
号
の
付
し
て
い
な
い
令
達
類
は
日
付
の
前
後
に
よ
り
順
次
編
綴
し
、
そ
の
回
答
に
係
わ
る
文
書
は
謄
本
を
も
っ
て
前
項
と
同
様
の
手
続
き
を
為
す
こ
と
、
⑦
諸
令
達
中
改
正
ま
た
は
追
加
は
編
輯
主
任
に
お
い
て
訂
正
加
除
す
る
こ
と
、
⑧
未
決
書
類
は
当
該
案
件
が
結
了
す
る
ま
で
主
務
課
に
保
管
さ
れ
、
既
決
書
類
は
編
輯
主
任
に
66
交
付
し
て
こ
れ
を
編
綴
す
る
こ
と
、
⑨
一
旦
編
綴
し
た
文
書
類
は
こ
れ
を
抜
き
取
る
こ
と
を
得
ず
、
但
し
上
官
の
命
令
に
よ
り
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
、
⑩
公
文
書
は
必
ず
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
し
、
他
に
持
参
す
る
こ
と
を
得
ず
、
一
時
貸
与
に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
部
長
も
し
く
は
課
長
の
許
可
を
得
て
相
当
の
証
書
を
徴
収
す
る
こ
と
、
な
ど
全
一
二
項
目
で
も
っ
て
定
め
ら
れ
、
官
房
文
書
課
に
よ
っ
て
文
書
課
と
し
て
の
機
能
が
動
き
出
し
た
。
し
か
し
、
規
程
制
定
の
翌
日
、
当
時
の
治
安
状
況
か
ら
軍
政
が
施
行
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
参
謀
長
が
各
局
の
業
務
を
監
視
し
、
各
局
は
総
督
に
具
申
す
べ
き
案
件
に
つ
い
て
は
先
ず
参
謀
長
の
承
認
を
経
る
こ
と
と
な
り
、
軍
部
主
導
で
行
政
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
民
政
局
は
直
ち
に
、｢
民
政
局
分
課
規
程
(
)｣
と
｢
民
政
局
文
書
処
理
手
続
(
)｣
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
新
た
に
定
め
ら
れ
た
｢
民
政
局
分
課
規
程｣
で
は
、
民
政
部
に
局
長
部
及
び
内
務
部
・
殖
産
部
・
財
務
部
・
学
務
部
を
置
く
こ
と
と
、
局
長
部
に
人
事
・
文
書
・
外
事
・
民
刑
・
経
理
の
五
課
を
置
き
、
公
文
書
及
び
成
案
文
書
の
接
受
発
送
保
存
及
び
統
計
報
告
の
調
製
並
に
図
書
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
が
、
文
書
課
の
事
務
分
掌
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
一
方
の
｢
民
政
局
文
書
処
理
手
続｣
で
は
、
①
本
局
へ
の
来
書
は
す
べ
て
文
書
課
長
が
査
閲
し
主
管
の
部
課
を
指
定
し
、
局
長
の
指
揮
を
得
て
各
部
長
は
各
課
長
へ
配
布
す
る
こ
と
、
②
各
部
課
の
成
案
に
し
て
局
長
に
提
出
す
る
も
の
は
局
員
の
身
分
進
退
に
関
す
る
も
の
以
外
は
す
べ
て
文
書
課
長
を
経
由
す
る
こ
と
、
③
局
長
に
提
出
し
た
る
成
案
に
し
て
総
督
も
し
く
は
参
謀
長
局
長
の
決
裁
を
経
た
る
も
の
の
う
ち
、
幕
僚
副
官
部
に
お
い
て
発
送
の
手
続
を
な
さ
ざ
る
も
の
は
局
員
の
身
分
進
退
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
す
べ
て
文
書
課
に
お
い
て
発
送
す
る
こ
と
、
④
来
信
と
発
信
と
を
問
わ
ず
文
書
課
を
経
由
す
る
文
書
は
受
付
簿
に
文
書
の
要
領
及
び
年
月
日
番
号
等
を
登
記
し
、
文
書
を
交
付
も
し
く
は
配
布
の
際
に
は
受
領
者
の
捺
印
を
求
め
、
受
付
簿
の
番
号
は
原
稿
及
び
浄
書
に
記
入
し
て
他
日
の
捜
索
に
便
に
す
る
こ
と
、
⑤
発
信
は
浄
書
後
必
ず
こ
れ
を
校
正
し
総
督
も
し
く
は
参
謀
局
長
の
捺
印
を
要
す
る
も
の
に
は
そ
の
当
該
官
吏
に
捺
印
を
請
け
、
各
部
課
長
の
名
も
し
く
は
部
課
名
に
て
発
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
部
課
に
就
い
て
捺
印
後
発
送
し
、
そ
の
原
稿
に
は
発
送
済
の
印
を
捺
し
記
録
掛
に
付
す
こ
と
、
文
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書
の
性
質
に
よ
っ
て
は
処
分
決
了
ま
で
原
稿
を
主
任
に
お
い
て
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
予
め
文
書
課
長
に
協
議
す
る
こ
と
、
⑥
他
の
局
部
の
立
案
に
係
り
本
局
合
議
に
止
ま
る
も
の
に
つ
い
て
は
局
長
に
提
出
し
局
長
検
印
済
の
後
、
他
に
送
付
す
る
際
に
は
書
留
簿
に
そ
の
全
文
も
し
く
は
要
領
を
筆
記
し
て
お
く
こ
と
、
⑦
各
部
課
に
お
い
て
他
の
来
信
に
対
し
て
回
答
そ
の
他
の
処
分
を
稽
緩
す
る
も
の
が
あ
る
時
は
文
書
課
長
は
局
長
の
指
揮
を
得
て
各
部
課
長
に
対
し
て
処
分
の
催
促
を
求
め
る
こ
と
、
⑧
本
局
発
送
の
文
書
に
対
す
る
回
答
書
が
到
達
し
た
時
は
文
書
課
長
が
そ
の
発
信
の
原
稿
と
と
も
に
各
部
課
長
に
配
布
す
る
こ
と
、
⑨
記
録
編
纂
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
別
途
定
め
る
な
ど
の
文
書
の
処
理
手
続
が
細
か
く
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
処
理
手
続
に
よ
り
、
幕
僚
副
官
部
と
文
書
課
と
に
お
い
て
、
収
受
す
る
文
書
の
内
容
に
よ
っ
て
取
扱
方
の
分
課
基
準
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
第
二
条
と
第
三
条
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
文
書
課
と
の
関
わ
り
を
比
較
す
る
と
、
第
三
表
の
よ
う
に
な
る
。
局
員
の
身
分
進
退
に
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
務
部
課
で
あ
る
各
部
課
ま
た
は
幕
僚
副
官
部
に
お
い
て
発
送
手
続
を
行
う
が
、
そ
の
他
の
案
件
に
関
し
て
は
、
文
書
課
長
を
経
由
し
文
書
課
よ
り
発
送
手
続
を
す
る
。
し
か
し
、
幕
僚
副
官
部
が
局
長
に
提
出
し
た
成
案
に
し
て
総
督
若
し
く
は
参
謀
長
局
長
が
決
裁
し
た
も
の
の
う
ち
、
例
え
ば
総
督
幕
僚
の
機
密
文
書
(
)
等
は
、
幕
僚
副
官
部
が
直
接
発
送
手
続
を
行
っ
て
い
た
。
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第
三
表
｢
民
政
局
文
書
処
理
手
続｣
に
お
け
る
各
部
課
お
よ
び
幕
僚
副
官
部
と
文
書
課
と
の
関
係
主
務
部
局
案
件
内
容
経
由
ま
た
は
発
送
部
課
各
部
課
各
部
課
の
成
案
に
し
て
局
長
に
提
出
す
る
も
の
各
部
課
の
局
員
の
身
分
進
退
に
関
す
る
も
の
文
書
課
長
を
経
由
文
書
課
長
へ
の
経
由
な
し
で
各
部
課
に
よ
り
発
送
手
続
幕
僚
副
官
部
局
長
に
提
出
の
成
案
に
し
て
総
督
又
は
参
謀
長
局
長
の
決
裁
を
経
た
文
書
課
に
お
い
て
発
送
手
続
明
治
二
八
年
八
月
六
日
の
陸
達
第
七
〇
号
(
)
に
よ
り
台
湾
で
は
軍
政
が
敷
か
れ
る
が
、
こ
の
軍
政
下
で
は
参
謀
長
の
下
に
文
書
課
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
僚
副
官
部
と
文
書
課
で
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
て
収
め
ら
れ
る
分
納
と
い
う
文
書
管
理
の
観
点
か
ら
み
る
と
重
大
な
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
(
)
。
軍
政
の
条
例
が
制
定
さ
れ
た
中
で
明
治
二
八
年
九
月
一
日
に
は
、｢
二
八
年
民
政
局
記
録
規
則｣
と
｢
二
八
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
が
制
定
さ
れ
、
次
い
で
翌
年
に
は
、｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
と
｢
二
九
年
民
政
局
記
録
規
則｣
お
よ
び
｢
二
九
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
が
九
月
八
日
に
制
定
さ
れ
る
(
)
。｢
民
政
局
記
録
規
則｣
で
は
、
民
政
局
の
記
録
文
書
は
す
べ
て
文
書
課
記
録
掛
が
保
存
管
理
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、｢
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
で
は
、
文
書
を
分
類
記
録
す
る
た
め
の
門
類
表
が
整
備
さ
れ
、
既
廃
の
法
規
な
ど
に
基
づ
く
文
書
に
し
て
将
来
に
お
い
て
同
種
の
公
文
が
な
い
と
認
め
る
文
書
や
参
考
摘
要
書
は
、
門
類
表
に
お
け
る
類
別
外
と
し
て
別
に
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
二
八
年
に
定
め
ら
れ
た
記
録
規
則
お
よ
び
記
録
分
類
規
則
は
一
年
後
に
新
た
な
規
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、｢
二
九
年
民
政
局
記
録
規
則｣
を
見
て
い
く
。
第
一
条
に
、｢
民
政
局
ノ
記
録
文
書
ハ
凡
テ
文
書
課
記
録
掛
ニ
於
テ
之
ヲ
管
理
ス｣
る
と
あ
り
、
台
湾
総
督
府
で
は
、
当
初
｢
記
録｣
文
書
で
あ
り
、｢
記
録｣
掛
が
こ
れ
を
｢
管
理｣
す
る
と
定
め
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、
記
録
に
は
、｢
の
ち
の
ち
に
伝
え
る
必
要
か
ら
、
事
実
を
書
き
し
る
す
こ
と｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
後
々
に
伝
え
る
と
い
っ
た
意
図
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
三
三
年
の
記
録
規
則
改
正
の
際
に
は
、｢
記
録
文
書｣
で
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も
の
で
幕
僚
副
官
部
に
お
い
て
発
送
の
手
続
を
為
さ
ざ
る
も
の
局
長
に
提
出
の
成
案
に
し
て
総
督
又
は
参
謀
長
局
長
の
決
裁
を
経
た
も
の
で
幕
僚
副
官
部
に
お
い
て
発
送
の
手
続
を
為
す
も
の
幕
僚
副
官
部
に
て
発
送
手
続
は
な
く
、｢
民
政
部
ニ
於
テ
主
管
ス
ル
一
切
ノ
文
書｣
と
な
り
、｢
記
録｣
の
文
字
は
消
え
、｢
文
書｣
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
三
一
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
｢
民
政
部
処
務
規
程｣
や
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程｣
で
は
、｢
文
書｣
の
み
な
ら
ず
、｢
公
文
書｣
、
｢
公
文｣
、｢
公
文
書
類｣
と
使
い
分
け
て
い
る
が
、
基
準
や
規
則
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
の
明
治
三
八
年
の
｢
官
房
並
民
政
部
文
書
保
存
規
則｣
に
よ
り
｢
文
書｣
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
い
で
、
第
二
条
で
は
、
文
書
課
記
録
掛
に
お
い
て
文
書
を
処
理
す
る
際
に
は
、
記
録
分
類
規
則
と
文
書
保
存
規
則
の
手
続
に
依
る
も
の
と
し
、
第
三
条
に
て
、
参
考
上
必
要
と
な
る
法
令
を
編
纂
し
て
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
、
第
七
条
で
は
、
保
存
文
書
は
文
書
番
号
と
件
名
を
類
別
目
録
に
登
録
す
る
こ
と
、
第
九
条
で
は
、
文
書
が
各
部
ま
た
は
各
類
に
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
場
合
ま
た
は
二
件
以
上
併
記
す
る
場
合
は
、
類
別
目
録
に
そ
の
所
在
を
登
録
す
る
こ
と
、
第
一
一
条
で
は
、
類
別
区
割
し
た
書
函
に
所
蔵
す
る
こ
と
、
第
一
二
条
で
は
、
貴
重
文
書
ま
た
は
機
密
文
書
は
特
別
の
書
函
に
所
蔵
し
、
文
書
課
長
が
管
守
す
る
こ
と
、
第
一
五
条
で
は
、
各
課
員
に
し
て
文
書
を
借
覧
す
る
場
合
は
、
第
一
四
条
に
お
い
て
置
い
た
各
課
文
書
借
受
主
任
を
経
て
五
日
以
内
を
限
り
に
借
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
第
一
四
条
と
第
一
五
条
が
｢
二
八
年
民
政
局
記
録
規
則｣
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
り
、
二
八
年
で
は
、
貸
付
簿
に
文
書
の
類
別
番
号
と
氏
名
を
登
録
し
、
返
付
の
際
に
は
借
受
人
自
ら
が
貸
付
簿
に
消
印
す
る
こ
と
と
借
受
け
る
本
人
の
責
任
と
し
て
い
た
が
二
九
年
は
責
任
者
と
し
て
各
課
に
文
書
借
受
主
任
を
置
く
こ
と
で
管
理
体
制
を
強
化
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
次
に
、｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
で
は
、
第
一
条
に
て
、
民
政
局
記
録
文
書
は
大
別
し
て
一
九
門
と
し
、
門
を
分
け
部
と
し
、
部
を
分
け
類
と
し
、
各
類
に
よ
り
編
次
す
る
こ
と
、
第
二
条
に
て
、
類
別
表
に
適
合
し
な
い
文
書
に
し
て
、
将
来
増
加
す
べ
き
見
込
み
の
あ
る
場
合
は
、
文
書
課
長
が
仮
に
一
類
を
設
け
る
こ
と
、
第
三
条
に
て
、
既
廃
の
法
規
等
に
し
て
後
来
参
考
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
類
別
外
と
し
て
別
に
保
存
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
重
要
な
文
書
は
わ
か
り
や
す
く
直
ぐ
に
見
ら
れ
る
場
所
に
綴
る
と
い
う
こ
と
、
将
来
に
お
い
て
参
考
と
す
べ
き
文
書
を
特
別
に
保
存
し
て
お
く
と
い
う
文
書
を
管
理
す
る
規
則
を
定
め
明
記
し
て
い
た
。
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さ
ら
に
、
こ
の
将
来
に
お
い
て
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
文
書
の
類
を
文
書
課
長
が
設
置
で
き
る
と
い
う
点
は
文
書
課
長
の
専
門
性
を
認
め
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
記
録
規
則
お
よ
び
分
類
規
則
に
よ
り
、
文
書
課
記
録
掛
に
よ
る
記
録
文
書
の
分
別
と
記
録
お
よ
び
整
理
保
存
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
に
お
い
て
、
保
存
年
限
が
定
め
ら
れ
、
第
一
種
永
久
・
第
二
種
一
五
年
・
第
三
種
五
年
・
第
四
種
一
年
の
四
種
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
四
種
と
は
、
第
四
表
に
示
し
た
基
準
で
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
保
存
規
則
に
廃
棄
が
な
い
理
由
は
、
同
年
の
｢
民
政
局
記
録
規
則｣
に
お
い
て
、
文
書
課
記
録
掛
が
文
書
の
引
継
を
受
け
た
際
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第
四
表
保
存
年
限
表
第
一
種
法
律
命
令
ノ
制
定
更
正
又
ハ
非
常
特
殊
ノ
処
分
其
他
例
規
ノ
基
ト
ナ
ル
ヘ
キ
文
書
及
歴
史
ノ
微
考
ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
第
二
種
法
律
命
令
ノ
執
行
ニ
関
シ
例
証
ヲ
挙
ケ
訓
令
指
令
通
牒
回
答
シ
タ
ル
文
書
及
諸
達
稟
議
報
告
ノ
類
ニ
シ
テ
六
七
年
間
参
照
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
第
三
種
経
費
其
他
金
銭
ノ
出
納
ニ
関
シ
決
算
報
告
ヲ
了
シ
タ
ル
後
不
要
ニ
帰
シ
タ
ル
モ
ノ
及
処
分
済
上
申
報
告
等
ニ
シ
テ
両
三
年
間
参
照
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
第
四
種
原
簿
台
帳
等
ニ
登
録
ヲ
了
シ
タ
ル
諸
申
牒
及
官
吏
ノ
身
分
ニ
関
ス
ル
諸
願
届
請
書
出
勤
簿
或
ハ
調
査
ヲ
了
シ
タ
ル
諸
報
告
並
ニ
製
表
ノ
材
料
期
約
若
ハ
効
力
消
滅
ニ
帰
シ
タ
ル
免
許
或
ハ
一
時
ノ
処
弁
ヲ
了
シ
タ
ル
上
申
往
復
照
会
書
ノ
類
一
時
処
弁
ヲ
了
シ
タ
ル
文
書
ニ
シ
テ
後
来
参
照
ノ
必
要
ナ
シ
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
文
書
課
長
限
リ
即
時
廃
棄
｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
に
よ
り
作
成
。
の
各
文
書
に
つ
い
て
の
検
別
す
る
事
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
、
保
存
若
ハ
廃
棄
二
、
分
類
別
三
、
公
文
取
扱
上
ノ
手
続
ヲ
履
行
シ
タ
ル
ヤ
否
四
、
関
係
文
書
ノ
整
理
シ
タ
ル
ヤ
否
五
、
他
ノ
関
係
文
書
ニ
対
ス
ル
訂
正
追
加
ヲ
要
ス
ル
ヤ
否
こ
れ
は
、
明
治
二
八
年
の
｢
民
政
局
記
録
規
則｣
か
ら
は
、
三
が
追
加
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
そ
れ
以
外
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
記
録
規
則
が
定
め
ら
れ
た
当
初
か
ら
、
文
書
を
収
受
し
て
検
別
す
る
記
録
掛
に
は
、
文
書
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
、
そ
の
文
書
を
保
存
か
廃
棄
か
を
決
定
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
で
は
、
記
録
規
則
に
基
づ
い
て
保
存
か
廃
棄
か
を
決
め
、
保
存
規
則
で
保
存
年
限
を
決
め
る
と
い
う
こ
の
二
つ
の
規
則
に
よ
り
文
書
の
記
録
保
存
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
二
九
年
の
｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
は
、
文
字
通
り
、
文
書
を
保
存
す
る
た
め
の
保
存
規
則
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
保
存
期
限
を
終
了
し
た
文
書
ま
た
は
廃
棄
す
べ
き
書
類
は
文
書
課
長
が
点
検
し
、
総
務
部
長
ま
た
は
民
政
長
官
の
決
裁
を
経
た
後
、
原
簿
台
帳
に
廃
棄
の
年
月
日
を
記
入
し
て
物
品
会
計
官
吏
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
る
が
、
文
書
中
に
印
章
の
あ
る
も
の
や
利
用
さ
れ
る
虞
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
塗
抹
も
し
く
は
裁
断
す
る
こ
と
と
い
っ
た
売
却
処
分
に
関
す
る
処
置
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
編
纂
方
法
に
つ
い
て
も
、
編
年
事
業
ま
た
は
一
つ
の
案
件
に
し
て
多
量
の
文
書
に
関
し
て
は
一
件
文
書
と
し
て
編
綴
す
る
こ
と
、
編
綴
文
書
の
装
釘
は
、
保
存
期
限
の
長
短
72
に
よ
り
甲
と
乙
に
分
け
、
甲
は
本
綴
で
、
第
一
種
と
第
二
種
用
に
、
乙
は
仮
綴
で
第
三
種
と
第
四
種
用
に
分
け
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
(
)
。
そ
の
後
、
記
録
規
則
は
、
明
治
三
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
｢
民
政
部
記
録
規
則｣
と
し
て
改
正
さ
れ
、
明
治
三
八
年
三
月
三
〇
日
の
｢
官
房
並
民
政
部
文
書
保
存
規
則｣
の
制
定
で
、
記
録
規
則
と
保
存
規
則
が
こ
こ
で
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
規
則
以
降
、｢
記
録
文
書｣
と
い
っ
た
名
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
明
治
二
九
年
に
は
、
民
政
局
に
、
総
務
部
・
内
務
部
・
殖
産
部
・
財
務
部
・
法
務
部
・
学
務
部
・
通
信
部
の
七
部
が
置
か
れ
、
｢
民
政
局
各
部
分
課
規
程｣
に
お
い
て
、
総
務
部
に
秘
書
課
・
文
書
課
・
外
事
課
・
衛
生
課
を
置
き
、
民
政
局
総
務
部
の
文
書
課
に
公
文
書
類
の
接
受
発
送
と
編
纂
保
存
に
つ
い
て
の
事
務
を
掌
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
部
に
お
い
て
完
結
し
た
文
書
は
、
総
務
部
文
書
課
に
回
付
す
る
必
要
の
な
い
も
の
は
各
課
文
書
取
扱
員
が
便
宜
類
別
に
編
纂
し
散
佚
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
処
置
を
施
す
こ
と
な
ど
も
こ
こ
で
規
定
化
し
て
い
る
(
)
。
同
年
六
月
一
一
日
に
定
め
ら
れ
た
｢
民
政
局
処
務
規
程
(
)｣
に
よ
る
と
、
①
民
政
局
に
到
達
す
る
公
文
書
を
文
書
課
長
が
毎
日
午
前
に
取
り
纏
め
て
開
封
し
、
件
名
番
号
等
を
簿
冊
に
記
入
し
、
総
務
部
長
の
査
閲
に
供
す
こ
と
(
第
一
条)
、
②
総
務
部
長
は
文
書
を
査
閲
し
、
主
務
部
を
指
示
し
、
文
書
課
長
は
直
ち
に
之
を
配
付
す
る
こ
と
(
第
二
条)
、
③
文
書
課
よ
り
配
付
さ
れ
た
文
書
を
他
の
主
務
部
に
移
す
時
は
之
を
文
書
課
へ
一
旦
返
付
し
、
直
ぐ
に
他
の
主
務
部
に
転
送
す
る
こ
と
(
第
六
条)
、
④
主
務
部
で
接
受
し
た
文
書
は
二
日
以
内
に
処
分
案
を
具
え
て
文
書
課
に
回
付
し
、
合
議
を
要
す
る
も
の
は
文
書
課
よ
り
合
議
部
に
送
付
し
、
合
議
部
は
一
日
以
内
に
文
書
課
又
は
他
の
合
議
部
に
回
付
す
る
こ
と
(
第
七
条)
、
⑤
決
裁
済
の
文
書
は
直
ち
に
文
書
課
に
回
付
し
て
執
行
し
、
指
令
照
会
等
文
書
を
発
送
す
べ
き
も
の
は
文
書
課
に
お
い
て
こ
れ
を
浄
書
校
正
し
、
文
書
課
長
検
印
の
上
で
簿
冊
に
記
号
を
付
し
て
か
ら
発
送
す
る
こ
と
(
第
一
五
条)
、
⑥
文
書
は
本
局
に
接
受
し
成
案
よ
り
施
行
に
至
る
ま
で
受
授
す
る
毎
に
簿
冊
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
受
領
者
の
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検
印
と
、
そ
の
月
日
を
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
常
に
文
書
の
所
在
を
知
り
得
る
こ
と
を
要
し
、
そ
の
取
締
は
文
書
課
な
ら
び
に
各
部
文
書
主
任
の
担
任
と
す
る
こ
と
(
第
二
〇
条)
、
⑦
処
分
施
行
後
の
文
書
は
こ
れ
を
文
書
課
に
お
い
て
保
存
し
、
機
密
に
係
わ
る
も
の
は
別
に
民
政
局
長
の
指
定
す
る
場
所
に
特
別
の
方
法
を
設
け
て
保
管
す
る
こ
と
(
第
二
三
条)
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
書
の
収
受
か
ら
開
封
、
回
付
、
決
裁
文
書
の
授
受
か
ら
執
行
、
施
行
後
の
文
書
の
保
存
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
文
書
行
政
を
文
書
課
が
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
文
書
を
授
受
す
る
際
に
は
、
簿
冊
に
記
入
し
受
領
者
の
検
印
を
要
す
る
こ
と
、
合
議
回
付
だ
け
は
直
接
他
の
部
署
へ
送
付
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
一
日
以
内
に
回
付
す
る
こ
と
、
文
書
課
か
ら
配
付
さ
れ
た
文
書
を
他
の
主
務
部
局
へ
回
付
す
る
際
に
は
一
旦
文
書
課
へ
戻
す
こ
と
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
必
ず
文
書
課
を
通
す
こ
と
に
よ
り
文
書
の
所
在
を
常
に
明
確
に
さ
せ
、
徹
底
し
た
文
書
の
管
理
を
実
施
す
る
た
め
に
、
文
書
課
へ
の
一
局
集
中
型
の
文
書
管
理
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
受
領
し
た
文
書
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
①
調
査
時
間
が
定
期
外
の
時
日
を
要
す
る
場
合
は
日
数
を
定
め
る
こ
と
(
第
八
条)
、
②
総
務
部
長
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
各
部
調
査
済
の
成
案
は
、
文
書
課
長
が
取
り
纏
め
て
総
務
部
長
に
提
出
し
、
総
務
部
長
査
閲
の
上
で
民
政
局
長
の
資
格
を
以
て
決
定
し
、
総
督
の
裁
定
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
秘
書
課
に
移
す
こ
と
(
第
一
一
条)
、
③
文
書
課
に
お
い
て
施
行
し
た
後
、
各
部
に
お
い
て
付
随
し
て
施
行
を
要
す
る
案
件
は
、
文
書
課
よ
り
直
ち
に
各
部
に
送
付
し
、
そ
の
部
に
お
い
て
は
三
日
以
内
に
処
分
し
速
や
か
に
こ
れ
を
文
書
課
に
回
付
す
る
こ
と
(
第
一
六
条)
、
④
施
行
済
の
文
案
に
し
て
要
再
回
の
記
識
あ
る
も
の
は
文
書
課
よ
り
直
ち
に
起
案
部
に
送
付
し
五
日
以
内
に
文
書
課
へ
回
付
す
る
こ
と
(
第
一
六
条)
が
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
部
署
内
で
は
、
①
各
部
長
は
属
の
な
か
の
書
記
一
人
乃
至
二
人
を
文
書
主
任
と
し
機
密
文
書
の
取
り
扱
い
に
係
わ
り
、
文
書
往
復
等
の
す
べ
て
の
部
内
の
処
務
を
担
当
す
る
こ
と
(
第
一
九
条)
、
③
文
書
課
長
は
各
部
に
配
付
し
た
文
書
の
日
限
を
計
算
し
、
処
分
文
書
表
を
作
成
し
こ
れ
を
総
務
部
長
に
提
出
す
る
こ
と
(
第
二
一
条)
、
④
浄
書
修
正
お
よ
び
保
管
に
つ
い
て
、
公
文
の
浄
書
は
楷
書
ま
た
は
行
書
で
明
瞭
に
書
記
し
、
加
削
又
は
訂
正
す
る
時
は
主
任
者
は
こ
れ
に
検
印
す
る
こ
と
(
第
二
二
条)
、
⑤
公
文
書
類
は
74
公
務
の
外
は
局
員
の
許
可
な
く
部
外
者
に
見
せ
た
り
写
帖
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
各
員
所
管
の
文
書
類
は
す
べ
て
散
乱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
厳
重
に
取
り
扱
う
こ
と
(
第
二
四
条)
、
と
い
っ
た
よ
う
に
文
書
課
長
と
総
務
部
長
お
よ
び
各
部
長
の
文
書
接
受
回
付
並
び
に
保
管
に
関
す
る
必
要
事
項
を
詳
細
に
定
め
て
い
た
。
こ
の
処
務
規
程
を
制
定
し
た
稟
議
書
か
ら
は
、
文
書
課
長
の
権
限
の
大
き
さ
が
判
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
、
第
九
条
の
文
書
の
処
理
速
度
を
一
日
以
内
と
い
う
定
期
日
数
か
ら
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
日
数
を
予
め
文
書
課
長
に
許
可
を
受
け
て
お
く
こ
と
(
傍
点
は
筆
者)
が
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
傍
点
の
｢
文
書
課｣
が
｢
総
務
部｣
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
第
二
一
条
の
配
付
し
た
文
書
が
期
日
内
に
回
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
処
分
文
書
表
に
そ
の
件
名
と
部
名
を
記
し
て
総
務
部
長
へ
提
出
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
件
名
と
部
名
の
記
載
は
削
除
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
第
一
八
条
に
お
い
て
、
決
裁
済
の
文
書
の
整
理
は
、
主
務
部
長
の
担
任
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
部
分
は
削
除
さ
れ
、
第
二
三
条
に
お
い
て
処
分
施
行
済
文
書
は
文
書
課
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
①
文
書
課
長
に
権
限
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
②
期
限
を
守
れ
な
い
部
局
の
名
前
を
処
分
表
に
明
記
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
③
主
務
部
長
に
よ
る
決
裁
済
文
書
の
整
理
と
い
う
一
文
が
削
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
部
局
に
よ
る
部
局
へ
の
取
締
や
圧
力
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
反
映
さ
せ
る
一
方
で
、
文
書
の
回
付
に
要
す
る
日
時
ま
で
も
定
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
文
書
課
長
は
各
部
に
配
付
し
た
文
書
の
日
限
を
計
算
し
処
分
の
文
書
表
を
作
成
し
こ
れ
を
総
務
部
長
に
提
出
す
る
な
ど
、
各
部
が
文
書
を
保
持
し
て
い
た
日
数
ま
で
も
計
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
文
書
課
の
み
な
ら
ず
、
各
部
に
お
い
て
も
文
書
主
任
を
置
き
、
直
ち
に
文
書
の
所
在
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
そ
の
取
扱
は
文
書
課
な
ら
び
に
各
部
文
書
主
任
の
担
任
と
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
厳
格
に
文
書
管
理
の
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
統
治
初
期
で
は
あ
り
な
が
ら
、
文
書
管
理
の
厳
密
化
と
厳
格
化
を
図
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
翌
三
〇
年
一
〇
月
に
は
、
台
湾
総
督
府
の
組
織
機
構
の
基
盤
と
な
る
｢
台
湾
総
督
府
官
制
(
)｣
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
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一
四
条
に
お
い
て
、｢
総
督
府
ニ
総
督
官
房
ヲ
置
ク
総
督
官
房
ニ
副
官
二
人
及
専
任
秘
書
官
二
人
ヲ
置
ク
機
密
事
務
及
文
書
ノ
取
扱
ヲ
掌
ル｣
(
傍
点
は
筆
者)
と
し
て
、
勅
令
に
よ
り
こ
こ
で
初
め
て
、
総
督
官
房
が
文
書
の
取
扱
を
掌
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
定
め
れ
た
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
処
務
細
則｣
(
以
下
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
と
い
う)
に
お
い
て
、
第
一
条
｢
局
長
附
書
記
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル｣
と
し
て
、
民
政
局
長
付
の
書
記
が
公
文
書
類
の
接
受
発
送
お
よ
び
保
存
の
事
務
を
掌
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
｢
民
政
局
処
務
細
則｣
を
前
後
し
て
定
め
ら
れ
た
｢
官
房
処
務
細
則｣
第
二
条
｢
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル｣
に
よ
り
、
総
督
府
に
お
け
る
文
書
取
扱
業
務
は
、
官
房
文
書
課
が
統
轄
し
、
公
文
書
類
の
接
受
発
送
お
よ
び
保
存
編
纂
に
関
す
る
全
て
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
細
則
を
詳
ら
か
に
み
る
と
、
民
政
局
の
公
文
書
の
接
受
と
い
う
業
務
は
局
長
付
書
記
が
行
い
、
本
府
の
機
密
及
び
文
書
の
取
扱
に
つ
い
て
は
総
督
官
房
が
行
う
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実
際
的
に
は
、
総
督
府
の
文
書
を
取
り
扱
う
部
署
が
官
房
な
の
か
民
政
局
な
の
か
明
確
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
文
書
を
見
る
と
、
台
湾
総
督
府
宛
、
総
督
宛
、
民
政
局
宛
、
民
政
局
長
宛
の
文
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
よ
り
管
轄
が
分
か
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
総
督
宛
の
文
書
で
も
民
政
局
の
文
書
課
が
処
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
り
と
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
そ
の
た
め
、
収
受
を
担
当
す
る
文
書
課
で
は
、
各
部
局
が
取
り
扱
う
内
容
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
取
扱
部
局
の
割
り
振
り
を
間
違
え
る
と
、
そ
れ
だ
け
時
間
的
な
浪
費
を
生
ん
で
し
ま
う
。
も
っ
と
も
、
ど
の
部
局
が
取
り
扱
う
の
か
が
明
か
で
あ
る
案
件
、
例
え
ば
、
炭
坑
区
採
掘
や
炭
坑
区
増
区
ま
た
は
減
区
、
鉱
業
人
の
名
義
変
更
な
ど
の
許
可
願
な
ど
は
、
総
督
宛
、
民
政
局
長
宛
、
殖
産
課
長
宛
、
殖
産
課
宛
と
出
願
す
る
人
に
よ
り
宛
先
が
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
殖
産
課
の
所
管
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
文
書
の
開
封
後
の
処
理
は
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
管
轄
が
明
確
で
な
い
も
の
や
錯
綜
す
る
事
案
や
管
轄
部
署
が
複
数
に
跨
が
っ
た
案
件
で
は
単
純
に
区
分
け
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
文
書
課
に
よ
る
判
断
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
判
断
力
76
を
持
っ
た
文
書
課
員
に
よ
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
〇
年
一
〇
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
｢
台
湾
総
督
府
行
政
事
務
規
程
(
)｣
(
以
下
、｢
行
政
事
務
規
程｣
と
い
う)
第
四
条
に
、
｢
官
房
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル｣
と
し
て
、
公
文
書
類
お
よ
び
成
案
文
書
の
接
受
発
送
と
公
文
書
類
の
編
纂
保
存
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、｢
台
湾
総
督
府
行
政
事
務
規
程
第
二
条
ニ
依
リ
民
政
局
処
務
細
則
別
冊
ノ
通
取
調
伺
出
候
ニ
付
御
認
可
相
成
可
然
哉
仰
高
裁｣
と
す
る
明
治
三
〇
年
一
〇
月
三
一
日
付
の
杉
村
濬
事
務
官
か
ら
曽
根
静
夫
民
政
局
長
へ
の
伺
に
よ
り
｢
民
政
局
処
務
細
則
(
)｣
が
同
年
一
一
月
八
日
に
裁
可
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
局
長
付
書
記
は
、
①
機
密
②
人
事
③
局
長
の
官
印
と
局
印
の
管
守
④
公
文
書
類
の
接
受
発
送
④
公
文
書
類
の
保
存
、
の
五
つ
の
事
項
に
関
す
る
処
理
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
｢
民
政
局
処
務
細
則｣
に
お
い
て
は
、
①
接
受
文
書
中
金
券
及
び
物
件
を
添
付
す
る
場
合
は
金
券
の
種
類
金
高
と
品
名
を
記
載
し
領
収
者
の
認
印
を
徴
す
こ
と
(
第
一
二
条)
、
②
文
書
件
名
簿
は
毎
課
に
分
冊
し
発
送
番
号
は
局
課
の
首
字
を
冠
し
そ
の
番
号
は
毎
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
と
す
る
こ
と
(
第
一
三
条)
、
③
文
書
は
毎
件
発
議
よ
り
終
結
に
至
る
ま
で
始
終
同
一
番
号
を
用
い
、
照
会
各
所
に
渉
り
往
復
の
回
数
を
重
ね
る
も
の
は
内
番
号
を
施
す
こ
と
(
第
一
四
条)
、
④
決
裁
済
の
文
書
に
つ
い
て
、
添
付
書
類
の
調
製
や
そ
の
他
の
都
合
に
よ
り
発
送
前
に
主
任
へ
返
付
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
は
、｢
発
送
前
主
任
戻｣
又
は
｢
浄
書
前
主
任
戻｣
と
欄
外
に
朱
記
す
る
こ
と
(
第
一
七
条)
、
⑤
発
送
の
文
書
に
し
て
取
扱
上
特
別
の
手
続
と
し
て
｢
書
留
郵
便｣
、｢
至
急
官
報｣
を
要
す
る
も
の
は
主
任
に
お
い
て
そ
の
種
類
を
欄
外
に
朱
記
す
る
こ
と
(
第
一
八
条)
、
な
ど
の
民
政
局
内
に
お
け
る
接
受
に
関
す
る
詳
細
事
項
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
事
務
処
理
上
に
お
い
て
は
、
①
成
案
文
書
は
正
確
明
瞭
に
書
記
し
、
文
字
の
増
減
変
改
の
場
合
は
そ
の
部
分
の
傍
ら
に
認
印
す
る
こ
と
(
第
三
三
条)
、
②
成
案
の
廃
止
は
主
任
に
お
い
て
そ
の
欄
外
に
廃
案
と
朱
記
し
消
印
を
求
め
る
こ
と
(
第
三
三
条)
、
③
至
急
を
要
す
る
成
案
は
赤
色
の
紙
片
を
欄
外
に
貼
付
す
る
こ
と
(
第
三
四
条)
、
な
ど
の
事
務
処
理
を
正
確
に
且
つ
円
滑
に
運
ぶ
た
め
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)77
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
年
一
〇
月
二
八
日
に
公
布
さ
れ
て
い
た
｢
行
政
事
務
規
程｣
で
は
、
官
房
の
公
文
書
類
に
お
け
る
事
務
分
掌
が
定
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
月
一
日
、
第
三
代
台
湾
総
督
乃
木
希
典
は
、
民
政
局
の
文
書
は
当
分
の
間
官
房
文
書
課
が
取
り
扱
い
、
事
務
に
つ
い
て
は
官
房
文
書
課
長
は
民
政
局
長
の
監
督
に
従
属
す
る
と
し
て
、｢
民
政
局
文
書
事
務
取
扱
方
(
)｣
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
、
民
政
局
の
文
書
に
つ
い
て
は
、｢
一
一
月
一
日
以
降
は
民
政
局
長
直
属
ノ
書
記
ヲ
シ
テ
取
扱
ハ
シ
メ
ラ
ル
ヘ
キ
筈｣
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
民
政
局
の
事
務
が
落
ち
着
く
ま
で
は
民
政
局
の
文
書
も
引
き
続
き
官
房
文
書
課
が
取
り
扱
う
こ
と
が
便
利
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、｢
民
政
局
文
書
モ
引
続
キ
文
書
課
ヲ
シ
テ
取
扱
ハ
シ
メ
ラ
レ
候｣
と
民
政
局
長
の
監
督
下
に
置
か
れ
た
官
房
文
書
課
が
本
府
お
よ
び
民
政
局
の
文
書
も
取
り
纏
め
て
整
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
月
五
日
に
は
、｢
総
督
府
官
房
文
書
課
発
受
仮
手
続
(
)｣
(
以
下
、｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
と
い
う)
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
の
内
容
は
、｢
台
湾
総
督
府
文
書
ハ
当
分
ノ
内
此
手
続
ニ
依
リ
収
受
発
送
ス
ル
モ
ノ
ト
ス｣
と
し
て
、
①
収
受
発
送
の
文
書
に
は
、
符
記
番
号
(
毎
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で)
を
標
記
す
る
こ
と
、
②
官
房
の
文
書
は
番
号
の
上
に
｢
官｣
を
、
民
政
局
な
ら
｢
民｣
、
財
務
局
な
ら
｢
財｣
と
標
記
し
、
同
一
事
件
は
終
結
に
至
る
ま
で
、
同
一
番
号
を
用
い
て
、
一
、
二
、
三
と
細
別
す
る
こ
と
、
③
文
書
課
に
於
い
て
文
書
を
収
受
す
る
時
は
、
事
件
名
と
要
旨
を
発
受
件
名
簿
に
登
記
し
、
本
府
の
標
記
番
号
と
収
受
の
月
日
を
記
載
の
こ
と
、
④
総
督
又
は
民
政
局
長
の
名
前
で
発
送
す
る
文
書
は
必
ず
文
書
課
に
お
い
て
浄
書
校
正
し
、
文
書
課
長
の
検
印
の
上
発
送
す
る
こ
と
、
⑤
｢
親
展｣
、｢
至
急｣
の
符
記
を
要
し
、
書
留
郵
便
の
場
合
は
主
務
局
に
お
い
て
そ
の
旨
を
回
議
案
に
記
載
す
る
こ
と
、
の
五
点
が
文
書
の
発
受
に
お
け
る
手
続
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
決
め
を
仮
手
続
と
し
て
周
知
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
書
収
受
の
処
理
方
に
統
一
性
が
な
く
、
非
常
に
杜
撰
な
管
理
を
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
文
書
の
収
受
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
手
続
方
が
設
け
ら
れ
た
が
、
同
月
一
七
日
に
は
、
再
回
文
書
及
び
完
結
文
書
の
引
78
継
方
を
周
知
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
｢
再
回
文
書
及
完
結
文
書
引
継
方
(
)｣
を
定
め
て
い
る
。
ま
ず
、
①
施
行
後
再
回
を
受
け
た
文
書
は
三
日
以
内
に
民
政
局
長
付
書
記
に
返
付
す
る
こ
と
、
②
処
分
完
結
後
、
主
務
課
に
お
い
て
借
り
入
れ
た
文
書
は
五
日
以
内
に
民
政
局
長
付
書
記
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
③
完
結
の
成
案
に
は
｢
完
結｣
と
朱
記
す
る
こ
と
、
④
①
と
②
に
つ
い
て
、
期
限
内
に
返
付
お
よ
び
引
継
が
不
可
能
な
場
合
は
、
事
由
と
返
付
お
よ
び
引
継
の
予
定
期
を
付
箋
に
記
し
再
度
借
入
の
手
続
を
す
る
こ
と
、
但
し
予
定
期
は
一
箇
月
は
超
え
な
い
こ
と
、
な
ど
四
項
目
に
な
る
再
回
文
書
お
よ
び
完
結
文
書
の
引
継
方
が
周
知
徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。で
は
、
こ
れ
ま
で
処
分
完
結
後
の
完
結
文
書
お
よ
び
再
回
文
書
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
と
｢
官
房
処
務
規
則｣
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
の
第
三
一
条
に
お
い
て
、
合
議
を
受
け
た
文
書
に
し
て
、
決
裁
後
に
再
回
を
必
要
と
す
る
も
の
は
｢
課
名
ノ
上
部
ニ
｢
要
再
回｣
ノ
印
ヲ
捺｣
し
、
そ
の
後
に
再
回
文
書
が
要
求
し
た
課
に
て
閲
覧
後
に
は
、｢
閲
覧
者
ハ
｢
要
再
回｣
ノ
傍
ニ
捺
印
シ
テ
之
ヲ
了
リ
シ
ヲ
表
シ
返
付
ス｣
る
こ
と
と
し
て
、
再
回
文
書
に
お
け
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
。
次
に
、｢
官
房
処
務
規
則｣
で
は
、
第
一
二
条
に
お
い
て
、
施
行
済
の
文
書
に
し
て
｢
要
再
回
ノ
記
識
ア
ル｣
文
書
は
、｢
文
書
課
ヨ
リ
更
ニ
主
務
局
ニ
送
付｣
す
る
こ
と
、｢
主
務
局
ハ
十
日
以
内
ニ
文
書
課
ニ
回
付
ス｣
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
に
お
い
て
、
決
裁
後
に
再
回
を
希
望
す
る
場
合
の
｢
要
再
回｣
の
押
印
を
求
め
、
閲
覧
者
が
そ
の
印
の
横
に
捺
印
を
施
す
こ
と
に
よ
り
閲
覧
を
行
っ
た
と
い
う
証
拠
と
し
て
印
を
残
す
と
い
っ
た
取
り
決
め
が
な
さ
れ
、｢
官
房
処
務
規
則｣
に
お
い
て
は
、
再
回
文
書
は
、
必
ず
、
文
書
課
が
完
結
し
た
決
裁
文
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
主
務
局
へ
送
付
し
、
受
け
取
っ
た
主
務
局
は
一
〇
日
以
内
に
返
付
す
る
と
い
っ
た
取
扱
方
法
が
定
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
再
回
文
書
に
対
し
て
の
返
却
が
遅
く
、
ま
た
は
返
却
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
既
述
し
た
よ
う
に
｢
再
回
文
書
及
完
結
文
書
引
継
方｣
に
お
い
て
、
再
回
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文
書
の
取
扱
と
と
も
に
完
結
文
書
に
お
け
る
処
分
完
結
後
の
借
り
出
し
文
書
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
主
務
課
に
お
け
る
杜
撰
な
文
書
取
扱
に
対
す
る
再
回
文
書
お
よ
び
完
結
文
書
の
引
継
方
を
徹
底
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
、
台
湾
統
治
草
創
期
の
文
書
管
理
(
二)
本
節
で
は
、
前
節
に
引
き
続
き
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
と
｢
官
房
処
務
細
則｣
に
加
え
て
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
を
比
較
し
な
が
ら
、
制
度
と
実
態
の
乖
離
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
｢
官
房
処
務
細
則｣
の
文
書
の
収
受
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
一
項
で
、
収
受
発
送
の
文
書
に
は
本
府
の
符
記
番
号
を
標
記
し
番
号
は
毎
年
一
月
に
起
こ
し
一
二
月
に
止
め
る
と
い
う
暦
年
方
式
を
採
り
入
れ
た
こ
と
、
第
二
項
で
は
、
官
房
の
立
案
に
係
る
も
の
な
ら
び
に
官
房
に
配
付
す
る
文
書
に
は
番
号
の
上
に
｢
官｣
の
文
字
、
民
政
局
ま
た
は
財
務
局
に
関
す
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
務
局
名
の
一
字
(｢
民｣
｢
財｣)
を
冠
す
る
こ
と
、
第
三
項
で
は
、
同
一
事
件
は
そ
の
終
結
に
至
る
ま
で
同
一
番
号
を
用
い
て
、｢
一｣
、｢
二｣
、｢
三｣
を
付
し
て
細
別
す
る
こ
と
と
、
第
五
条
で
は
、
文
書
課
に
お
い
て
文
書
を
収
受
す
る
時
は
そ
の
件
名
も
し
く
は
要
旨
を
｢
発
受
件
名
簿｣
に
登
記
し
本
府
の
標
記
番
号
お
よ
び
収
受
の
月
日
を
本
書
に
掲
記
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
収
受
に
お
け
る
民
政
局
と
官
房
の
処
務
細
則
の
相
違
点
は
、
文
書
に
冠
す
る
文
字
｢
官｣
で
あ
る
か
｢
民｣
で
あ
る
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
点
は
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
で
は
、
第
一
〇
条
に
お
い
て
、｢
文
書
件
名
簿｣
に
文
書
件
番
号
お
よ
び
収
受
日
付
を
記
載
し
、
第
一
三
条
に
お
い
て
、
文
書
件
名
簿
は
各
課
に
分
冊
し
、
発
送
番
号
は
局
課
の
首
字
を
冠
し
起
点
は
一
月
に
終
点
を
一
二
月
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。｢
官
房
処
務
規
則｣
で
は
、
起
点
終
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
文
書
の
収
受
の
際
に
は
、
件
名
と
要
旨
を
｢
発
受
件
名
簿｣
に
登
記
し
、
本
府
の
標
記
番
号
と
収
受
日
付
を
文
書
に
記
載
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
民
政
局
で
は
、
各
課
に
そ
れ
ぞ
れ
分
冊
し
た
｢
文
書
件
名
簿｣
を
作
成
し
て
お
り
、
文
書
を
収
受
お
よ
び
発
送
す
る
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
件
名
簿
に
記
80
入
し
、
名
簿
の
管
理
を
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
実
施
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
第
三
九
条
に
お
い
て
、
局
長
付
書
記
が
｢
常
時
文
書
件
名
簿
親
展
簿
合
議
件
名
簿
ヲ
査
閲
シ｣
て
、｢
処
理
遅
延
ニ
渉
ラ
サ
ル
ヲ
期｣
す
る
と
し
て
、
局
長
付
書
記
に
よ
る
各
｢
文
書
件
名
簿｣
の
実
地
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
処
理
が
遅
延
す
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
。
一
方
の
官
房
文
書
課
で
は
、｢
発
受
件
名
簿｣
に
登
記
す
る
こ
と
で
本
府
全
体
の
文
書
を
管
理
し
て
お
り
、
第
一
七
条
に
お
い
て
、
文
書
課
長
が
｢
各
局
ニ
配
付
シ
タ
ル
文
書
処
分
ノ
淹
滞
ヲ
調
査
シ
文
書
稽
留
件
名
表
ヲ
製｣
し
、
さ
ら
に
各
局
に
こ
の
表
を
回
付
し
｢
淹
滞
ノ
事
由
を
推
問
シ
並
其
処
分
ヲ
促
ス｣
と
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
文
書
課
長
は
各
局
に
対
す
る
文
書
の
査
察
権
が
与
え
ら
れ
、
滞
っ
て
い
る
文
書
に
対
し
て
は
延
滞
し
て
い
る
そ
の
理
由
を
聴
取
し
そ
の
処
分
ま
で
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
た
。
翻
っ
て
こ
の
よ
う
な
規
則
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
各
局
は
文
書
取
扱
に
関
し
て
杜
撰
な
処
理
方
を
行
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
官
房
文
書
課
の
文
書
の
発
送
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
点
は
、
第
一
〇
条
の
｢
文
書
課
長
ヨ
リ
各
局
ニ
配
付
シ
タ
ル
文
書
ヲ
他
ノ
主
務
局
ニ
移
ス｣
と
き
は
｢
之
ヲ
文
書
課
ニ
返
付｣
し
｢
直
ニ
之
ヲ
転
送
ス
ル
コ
ト
ヲ
得｣
な
い
こ
と
、
第
一
一
条
一
項
の
各
局
提
出
の
成
案
に
つ
い
て
は
｢
文
書
課
長
ニ
於
テ
之
ヲ
取
纏
メ｣
て
、｢
其
文
例
法
式
及
字
句
ノ
当
否
ヲ
点
検
シ
総
督
ノ
査
閲
ニ
供
シ
決
裁
ヲ
得
テ
直
ニ
之
ヲ
施
行
ス｣
る
こ
と
、
第
一
一
条
二
項
の
前
項
の
文
書
に
し
て
｢
主
務
局
若
ハ
主
務
局
長
ノ
名
ヲ
以
テ
発
送
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
文
書
課
ヨ
リ
直
ニ
主
務
局
ニ
回
付
ス｣
(
傍
点
は
筆
者)
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
傍
点
部
分
を
見
る
と
、
案
件
の
施
行
に
至
る
ま
で
の
工
程
に
は
す
べ
て
文
書
課
が
関
わ
り
、
す
べ
て
文
書
課
経
由
に
よ
り
文
書
が
回
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
書
課
に
よ
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
文
書
完
結
後
の
文
書
管
理
に
お
い
て
も
、
第
二
〇
条
の
｢
機
密
ニ
渉
ル
モ
ノ
ハ
別
ニ
総
督
ノ
命
ス
ル
所
ニ
依
ル｣
と
機
密
文
書
に
関
し
て
は
総
督
の
命
を
受
け
る
も
の
の
｢
総
督
決
裁
ノ
文
書
並
委
任
ニ
依
リ
各
局
限
リ
処
分
シ
タ
ル
文
書
ハ
文
書
課
ニ
於
テ
保
存
ス｣
る
こ
と
か
ら
、
総
督
決
裁
の
文
書
の
み
な
ら
ず
各
局
に
よ
る
決
裁
文
書
を
も
文
書
課
に
お
い
て
保
存
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)81
こ
と
、
第
一
九
条
の
｢
総
督
ノ
命
ニ
依
リ
一
時
処
分
ヲ
為
ス
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
稽
留
ス
ヘ
キ
文
書
ハ
総
テ
文
書
課
ニ
於
テ
之
ヲ
保
管
ス｣
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
文
書
課
に
よ
る
文
書
の
集
中
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
と
｢
民
政
局
処
務
細
則｣
と
を
比
較
す
る
と
、
条
文
内
容
に
つ
い
て
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、｢
官
房
処
務
細
則｣
と
比
較
し
て
も
、
概
ね
同
様
の
表
現
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の
公
文
書
の
特
徴
で
も
あ
る
収
発
文
書
に
付
け
る
符
番
号
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
仮
手
続
も
処
務
細
則
も
そ
の
番
号
は
｢
毎
年
一
月
ニ
起
リ
十
二
月
ニ
止
ム｣
と
し
て
年
度
単
位
で
付
け
る
と
い
う
原
則
が
た
て
ら
れ
て
い
た
。
公
文
書
に
付
け
ら
れ
る
符
番
号
は
、
年
度
内
完
結
を
基
本
と
す
る
考
え
方
で
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
実
際
の
案
件
処
理
に
お
い
て
機
能
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
極
め
て
有
効
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
る
が
、
大
き
な
欠
陥
も
み
え
て
く
る
。｢
民
政
局
処
務
細
則｣
第
一
三
条
に
お
い
て
｢
局
課
ノ
首
字
ヲ
冠
ス
ヘ
シ
其
番
号
ハ
毎
年
一
月
ニ
起
シ
十
二
月
ニ
止
ム｣
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
で
は
年
度
内
に
全
て
が
完
結
す
る
単
独
の
案
件
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
条
項
通
り
に
処
理
が
で
き
る
が
、
関
連
す
る
案
件
で
あ
っ
て
も
年
を
跨
ぐ
と
新
年
の
日
付
の
文
書
は
、
全
く
新
し
い
番
号
が
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
第
三
八
条
お
よ
び
｢
官
房
処
務
細
則｣
第
一
六
条
に
お
け
る
｢
何
時
タ
リ
ト
モ
直
ニ
其
所
在
ヲ
知
リ
得
ル
ヲ
要
ス｣
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
年
度
内
完
結
符
番
号
の
場
合
は
、
案
件
を
一
件
探
し
出
す
の
は
極
め
て
簡
単
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
関
連
す
る
案
件
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
関
し
て
記
載
し
て
い
な
い
限
り
容
易
で
は
な
く
、
探
し
出
す
の
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
と
い
う
欠
陥
を
抱
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
大
正
期
の
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
の
原
本
目
録
(
目
録
索
引)
で
は
、
件
名
よ
り
も
符
番
号
が
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
符
番
号
が
記
載
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
改
善
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
も
、
符
番
号
が
目
録
上
に
記
載
は
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
文
書
が
ど
の
簿
冊
に
綴
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
実
際
的
に
は
原
本
目
録
で
検
索
す
る
の
も
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
記
載
方
法
に
よ
る
と
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
り
、
82
目
録
と
し
て
の
案
件
情
報
量
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
却
っ
て
原
本
目
録
だ
け
を
み
て
検
索
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
欠
陥
も
生
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
業
務
的
問
題
と
し
て
、
こ
の
年
度
単
位
の
分
類
法
は
一
般
的
な
分
類
で
は
あ
る
が
、
業
務
事
務
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
際
的
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
会
計
年
度
や
学
校
年
度
と
い
う
、
年
度
基
準
の
異
な
る
も
の
と
の
乖
離
で
、
こ
れ
ら
の
業
務
上
と
実
務
上
の
処
理
方
が
問
題
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
に
は
、｢
親
展｣
｢
至
急｣
｢
書
留
郵
便｣
な
ど
を
符
記
す
る
場
合
は
、
文
書
の
欄
外
に
朱
記
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
処
理
的
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
点
に
お
い
て
は
、
目
立
つ
よ
う
に
欄
外
に
朱
色
で
記
載
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
実
際
に
文
書
の
中
に
は
欄
外
へ
の
書
き
込
み
、
朱
色
で
の
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
文
書
を
文
書
課
に
お
い
て
浄
書
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
〇
年
の
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
以
降
は
、
す
べ
て
の
文
書
で
は
な
く
、
総
督
ま
た
は
民
政
長
官
の
名
を
も
っ
て
発
送
す
る
文
書
を
文
書
課
に
お
い
て
浄
写
校
正
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
降
の
明
治
三
四
年
の
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程｣
で
は
第
一
五
条
に
、
昭
和
二
年
の
｢
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程｣
で
は
、
第
三
〇
条
に
お
い
て
、
総
督
ま
た
は
民
政
長
官
の
名
を
も
っ
て
発
送
す
る
文
書
を
文
書
課
に
お
い
て
浄
写
校
正
す
る
と
い
う
同
様
の
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
文
書
を
み
る
と
初
期
の
文
書
群
で
は
浄
書
文
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
初
期
統
治
期
を
過
ぎ
乃
木
総
督
期
以
降
で
は
殆
ど
浄
書
文
書
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
当
初
は
筆
の
手
書
き
文
書
で
あ
り
、
現
代
の
よ
う
に
複
写
機
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
浄
書
文
書
は
発
送
の
み
に
使
用
し
、
保
存
す
る
た
め
の
浄
書
作
業
を
省
く
、
つ
ま
り
、
一
般
行
政
事
務
量
が
増
大
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
浄
書
と
い
う
作
業
工
程
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
三
つ
の
規
則
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
お
よ
び
｢
官
房
処
務
細
則｣
を
見
て
き
た
が
、
仮
手
続
と
細
則
の
編
綴
に
よ
る
大
き
な
相
違
点
は
、
両
細
則
は
二
門
官
規
官
職
の
処
務
規
程
に
綴
ら
れ
、
仮
手
続
は
、
四
門
文
書
の
公
文
規
程
に
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)83
綴
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
細
則
に
は
事
務
分
掌
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
処
務
規
程
に
分
類
さ
れ
、
仮
手
続
は
文
書
の
発
授
に
関
す
る
案
件
で
あ
る
た
め
公
文
規
程
に
分
類
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
の
初
期
に
お
け
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
制
度
か
ら
は
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
と
い
え
ど
も
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
規
則
が
発
令
さ
れ
た
後
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
明
治
三
一
年
二
月
に
、
民
政
局
長
は
、
各
県
知
事
庁
長
に
対
し
て
、｢
凡
テ
本
府
ヘ
進
達
ノ
公
文
書
中
漢
文
又
ハ
台
湾
文
ヨ
リ
成
ル
文
書
有
之
候
節
其
ノ
緊
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
訳
文
ヲ
添
附
ス
ヘ
キ
義
ト
御
承
知
可
相
成
依
命
此
段
及
通
牒
候
也
(
)｣
と
、
各
県
知
事
か
ら
の
進
達
に
は
公
文
書
中
に
漢
文
ま
た
は
台
湾
文
に
よ
る
も
の
が
あ
る
た
め
緊
要
な
も
の
に
関
し
て
は
訳
文
を
添
付
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
一
年
三
月
三
〇
日
に
は
、
民
政
局
長
付
書
記
よ
り
各
課
に
対
し
て
、｢
総
督
ノ
決
裁
ヲ
要
ス
ル
文
書
ニ
シ
テ
即
日
決
行
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ハ
自
今
当
日
正
午
マ
デ
ニ
文
書
課
長
マ
デ
御
差
出
相
成
度
総
督
閲
覧
ノ
御
都
合
有
之
(
)｣
と
、
総
督
の
決
裁
を
要
し
、
即
日
決
行
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
正
午
ま
で
に
文
書
課
長
ま
で
差
し
出
す
こ
と
と
い
っ
た
注
意
が
促
さ
れ
た
。
時
期
的
に
は
、
二
月
二
六
日
に
、
第
四
代
総
督
児
玉
源
太
郎
が
、
三
月
二
日
に
は
第
三
代
民
政
局
長
後
藤
新
平
が
着
任
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
本
府
に
到
着
す
る
公
文
書
に
し
て
総
督
若
く
は
総
督
府
宛
の
文
書
は
官
房
文
書
課
に
お
い
て
接
受
し
、
そ
れ
を
簿
冊
に
記
入
し
て
か
ら
主
務
局
に
配
付
し
、
主
務
局
は
再
び
こ
れ
を
簿
冊
に
記
入
し
主
務
課
に
配
付
す
る
と
い
う
二
重
の
手
数
を
か
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
相
当
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
務
が
滞
り
実
務
に
弊
害
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
改
善
す
べ
く
、
明
治
三
一
年
四
月
四
日
に
｢
到
着
文
書
配
付
変
更
及
ヒ
民
政
局
書
記
室
合
併
ノ
件｣
が
申
請
さ
れ
、
同
日
に
決
裁
さ
れ
即
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
84
従
来
本
府
ニ
到
着
ス
ル
公
文
書
ニ
シ
テ
総
督
若
ハ
総
督
府
宛
ノ
文
書
ハ
官
房
文
書
課
ニ
於
テ
接
受
シ
之
ヲ
簿
冊
ニ
記
入
シ
テ
主
務
局
ニ
配
付
シ
主
務
局
ハ
再
ヒ
之
レ
ヲ
簿
冊
ニ
記
入
シ
テ
主
務
課
ニ
配
付
ス
ル
コ
ト
ニ
御
規
定
相
成
居
候
一
度
斯
ク
テ
ハ
徒
ラ
ニ
二
重
ノ
手
数
ト
時
間
ト
ヲ
要
シ
延
テ
事
務
ノ
渋
滞
ト
相
成
候
義
ニ
有
之
候
ヘ
ハ
財
務
局
ノ
如
キ
ハ
暫
ク
之
ヲ
惜
ク
ト
ス
ル
モ
民
政
局
ノ
文
書
ハ
一
帳
簿
ヲ
用
ヒ
文
書
課
ヨ
リ
直
接
各
課
ニ
配
付
ス
ル
コ
ト
ヽ
セ
ハ
事
務
ノ
進
行
極
メ
テ
敏
速
ニ
相
運
ヒ
可
申
ト
被
存
候
殊
ニ
民
政
局
ノ
文
書
ハ
当
分
ノ
内
官
房
文
書
課
ヲ
シ
テ
取
扱
ハ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
訓
令
モ
有
之
候
ニ
付
テ
ハ
在
来
ノ
規
則
中
官
房
庶
務
細
則
第
四
条
第
一
項
ヲ
変
更
相
成
候
ハ
ヽ
他
ニ
抵
触
ノ
廉
モ
無
之
様
被
存
候
ニ
付
民
第
ノ
番
号
ハ
自
今
御
廃
止
相
成
ト
同
時
ニ
従
来
ノ
民
政
局
長
附
書
記
ハ
文
書
課
ニ
合
併
致
様
御
決
定
相
成
度
此
段
仰
高
批
(
)
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
、
本
府
に
到
着
す
る
公
文
書
に
し
て
総
督
も
し
く
は
総
督
府
宛
の
文
書
は
官
房
文
書
課
に
お
い
て
接
受
し
、
こ
れ
を
簿
冊
に
記
入
し
て
主
務
局
に
配
付
し
、
主
務
局
は
再
び
こ
れ
を
簿
冊
に
記
入
し
て
主
務
課
に
配
付
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
文
書
課
と
主
務
局
と
両
方
で
簿
冊
に
記
入
す
る
と
い
う
二
重
の
手
間
と
時
間
を
要
し
事
務
の
遅
延
停
滞
を
お
こ
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
財
務
局
の
文
書
は
暫
く
は
以
前
の
ま
ま
に
し
て
、
民
政
局
の
文
書
は
一
つ
の
帳
簿
を
用
い
て
文
書
課
よ
り
直
接
各
課
に
配
付
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
｢
民
第｣
の
付
さ
れ
た
文
書
番
号
は
廃
止
さ
れ
、
番
号
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
処
理
の
事
務
を
官
房
文
書
課
に
お
い
て
統
一
し
管
理
す
る
と
い
う
業
務
改
善
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
文
書
処
理
期
限
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
の
民
政
局
処
務
細
則
第
二
九
条
に
お
い
て
｢
文
書
ハ
主
任
ニ
於
テ
受
ケ
タ
ル
日
ヨ
リ
二
日
以
内
ニ
起
案
シ
其
合
議
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
一
日
以
内
ニ
閲
了
シ
課
長
ヲ
経
テ
局
長
付
書
記
ニ
送
付
ス
ヘ
シ
但
要
急
ノ
文
書
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)85
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス｣
と
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
こ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
治
三
一
年
五
月
四
日
起
案
、
翌
五
日
に
決
裁
さ
れ
た
｢
両
局
文
書
事
務
ヲ
文
書
課
ニ
移
ス
件
(
)｣
に
よ
り
、
文
書
課
長
を
も
っ
て
文
書
処
理
を
監
督
し
、
文
書
課
に
よ
る
文
書
管
理
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
現
実
は
、
明
治
三
一
年
五
月
二
〇
日
に
次
の
訓
令
(
)
を
発
し
て
さ
ら
な
る
引
き
締
め
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
事
務
の
停
滞
を
き
た
し
て
お
り
、
甚
だ
し
い
業
務
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
訓
令
の
内
容
は
、
一
、
処
分
ノ
急
速
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
及
特
ニ
上
官
ヨ
リ
処
分
ヲ
指
示
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
ハ
文
書
課
長
ハ
当
該
課
長
又
ハ
主
任
官
吏
ニ
直
接
ニ
文
書
ヲ
交
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
二
、
主
任
官
吏
ニ
於
テ
成
規
ノ
期
日
内
ニ
処
分
案
ヲ
提
議
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
文
書
課
長
ハ
督
促
ノ
手
続
ヲ
ナ
シ
督
促
再
三
ニ
及
フ
モ
仍
之
ヲ
履
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
主
務
局
長
ニ
申
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
三
、
同
主
任
官
吏
ニ
シ
テ
前
項
ノ
申
込
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
三
回
以
上
ニ
及
フ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
文
書
課
長
ハ
当
該
課
長
ニ
対
シ
注
意
ヲ
求
メ
同
時
ニ
主
務
局
長
ニ
申
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
と
、
早
急
に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
案
件
や
上
官
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
書
課
長
を
し
て
主
任
官
吏
に
直
接
に
文
書
交
付
す
る
こ
と
、
主
任
官
吏
に
お
い
て
期
日
内
に
文
書
の
処
分
案
が
提
議
出
来
な
い
場
合
は
文
書
課
長
は
督
促
手
続
を
す
る
こ
と
、
再
三
の
催
促
を
も
履
行
し
な
い
場
合
は
主
務
局
長
に
申
告
す
る
こ
と
、
主
任
官
吏
に
し
て
三
回
以
上
の
督
促
手
続
を
な
さ
れ
た
場
合
に
は
当
該
課
長
に
注
意
を
求
め
る
と
同
時
に
主
務
局
長
に
申
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
督
促
の
回
数
ま
で
定
め
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
務
局
の
文
書
処
理
が
非
常
に
遅
く
、
督
促
を
受
け
て
も
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
、
こ
の
時
期
に
内
地
に
お
い
て
す
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
台
湾
総
督
府
官
吏
の
怠
86
慢
と
い
っ
た
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
文
書
管
理
の
問
題
は
、
総
督
府
の
内
政
的
問
題
で
あ
り
、
総
督
府
官
吏
の
質
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
明
治
三
一
年
一
月
に
は
行
政
と
司
法
の
対
立
が
乃
木
希
典
総
督
の
失
政
と
も
な
り
、
そ
の
た
め
に
乃
木
は
更
迭
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
)
。さ
ら
に
、
文
書
の
返
戻
に
つ
い
て
も
各
官
衙
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
事
務
の
統
一
が
で
き
ず
に
い
た
た
め
、
同
月
一
七
日
(
翌
日
一
八
日
決
裁)
に
は
、
木
村
匡
文
書
課
長
か
ら
｢
各
官
衙
提
出
文
書
返
戻
之
件｣
と
し
て
文
書
返
戻
方
に
つ
い
て
、
次
の
案
を
以
て
稟
議
の
上
、
通
牒
が
な
さ
れ
た
。
従
来
各
官
衙
ヨ
リ
提
出
セ
ル
文
書
返
戻
方
申
出
候
節
ハ
其
手
続
区
々
ニ
相
渉
リ
為
ニ
事
務
ノ
統
一
ヲ
欠
ク
ノ
嫌
有
之
候
間
右
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
返
付
ス
ヘ
キ
書
類
及
返
付
要
求
ノ
公
文
供
閲
ノ
手
続
ニ
テ
本
課
ニ
御
回
付
相
成
候

ハ
当
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
附
箋
ヲ
以
テ
返
戻
方
可
取
計
候
稟
議
ノ
上
此
段
及
通
牒
候
也
(
)
と
、
民
政
局
は
、
事
務
の
統
一
お
よ
び
事
務
の
停
滞
を
避
け
効
率
化
を
果
た
す
た
め
に
数
々
の
改
善
を
行
っ
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
は
｢
民
政
局
処
務
細
則｣
第
三
一
条
に
よ
り
各
官
衙
が
提
出
す
る
文
書
に
つ
い
て
決
裁
後
に
返
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
課
名
の
上
部
に
｢
要
再
回｣
と
捺
印
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
付
箋
を
も
っ
て
返
戻
要
求
と
す
る
よ
う
取
り
計
ら
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
三
一
年
七
月
の
｢
台
湾
総
督
府
民
政
部
処
務
規
程
(
)｣
第
一
五
条
に
お
い
て
、｢｢
要
再
回｣
ノ
記
識
ア
ル
モ
ノ
ハ
文
書
課
ヨ
リ
更
ニ
其
課
ニ
送
付
シ
其
課
ハ
十
五
日
以
内
ニ
文
書
課
ニ
回
付
ス
ヘ
シ｣
と
再
び
要
再
回
を
記
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
処
理
案
件
な
ど
で
は
、
各
関
係
部
課
が
意
見
を
付
箋
に
書
い
て
貼
付
さ
れ
回
付
し
て
い
く
た
め
、
付
箋
に
よ
る
返
付
希
望
は
見
落
と
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
廃
案
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
二
箇
月
後
の
同
規
程
に
は
付
箋
草創期における台湾総督府の文書管理 (東山)87
で
は
な
く
要
再
回
の
捺
印
が
条
項
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
効
力
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
通
常
の
民
政
事
務
に
お
け
る
大
き
な
問
題
は
、
実
務
上
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
民
政
局
長
不
在
の
際
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
本
国
政
府
の
場
合
と
異
な
り
、
事
務
上
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
民
政
局
長
は
実
は
議
会
や
監
督
機
関
を
含
む
本
国
政
府
と
の
折
衝
の
た
め
に
在
京
期
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
不
在
中
の
事
務
取
扱
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
総
督
府
は
民
政
局
長
不
在
中
に
代
理
官
吏
を
置
い
て
い
な
い
場
合
の
処
置
に
つ
い
て
、｢
民
政
局
長
不
在
中
文
書
取
扱
方｣
と
し
て
次
の
よ
う
な
取
扱
い
方
を
決
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
、
恒
例
ア
リ
且
軽
易
ナ
ル
文
書
(
欠
勤
、
発
着
届
、
簡
閲
点
呼
勤
務
演
習
免
除
ニ
関
ス
ル
証
拠
、
伝
染
病
発
生
報
告
、
通
信
課
ニ
於
ケ
ル
物
品
購
買
伺
ノ
類)
右
ハ
民
政
局
長
宛
名
ノ
下
ニ
｢
不
在｣
ノ
文
字
ヲ
捺
シ
テ
完
了
ス
ル
コ
ト
二
、
至
急
ヲ
要
ス
ル
文
書
(
予
算
、
定
期
ア
ル
報
告
、
随
時
処
分
ノ
急
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ヽ
類)
右
ハ
総
督
閣
下
ノ
御
内
覧
ニ
供
シ
処
分
シ
民
政
局
長
帰
任
ノ
後
決
判
ヲ
得
ル
コ
ト
三
、
其
他
ノ
至
急
ヲ
要
セ
サ
ル
文
書
右
ハ
今
明
日
丈
処
分
見
合
ハ
セ
ノ
コ
ト
民
政
局
長
ノ
決
判
ヲ
要
ス
ル
モ
更
ニ
総
督
閣
下
ノ
御
決
裁
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
民
政
局
長
ノ
決
判
ナ
キ
侭
御
決
裁
ヲ
得
前
項
第
二
号
ノ
例
ニ
拠
リ
民
政
局
長
帰
任
ノ
後
決
判
ヲ
得
ル
コ
ト
(
)
と
い
う
も
の
で
、
か
か
る
民
政
局
長
不
在
の
際
に
お
け
る
事
務
手
続
は
、｢
恒
例｣
の
も
の
に
つ
い
て
は
｢
不
在｣
と
し
て
措
置
し
、
88
｢至
急｣
の
案
件
で
予
算
・
定
期
報
告
・
随
時
処
分
で
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
総
督
の
内
覧
で
処
置
し
局
長
が
帰
任
し
た
後
に
決
裁
を
得
る
と
し
、
そ
れ
以
外
は
処
分
は
見
合
わ
す
と
し
て
い
た
。
台
湾
総
督
府
が
業
務
を
開
始
し
て
か
ら
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
実
際
の
業
務
に
お
い
て
民
政
局
長
が
必
ず
し
も
任
地
台
湾
に
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
期
間
、
東
京
に
居
て
政
府
関
係
者
と
の
折
衝
や
議
会
な
ど
の
重
要
業
務
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
台
湾
総
督
府
は
現
地
統
治
機
関
と
は
い
え
、
総
督
に
全
て
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
な
り
の
部
分
は
本
国
政
府
が
握
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
督
も
民
政
局
長
(
民
政
長
官)
も
台
湾
で
の
現
地
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
実
情
か
ら
、｢
民
政
局
長
不
在
中
ノ
文
書
取
扱
方｣
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
事
務
敏
捷
の
た
め
に
、｢
処
務
細
則｣
の
規
定
の
他
に
、
総
督
府
の
業
務
の
機
能
化
を
図
る
た
め
の
処
置
を
講
じ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、｢
文
書
取
扱
ニ
付
テ
ハ
処
務
細
則
ノ
規
定
ニ
拠
ル
ヘ
キ
ハ
勿
論
ノ
義
ニ
候
得
共
事
務
ノ
敏
活
ヲ
計
ル
為
自
今
尚
左
記
各
項
ニ
拠
リ
諸
取
扱
相
成
度
稟
議
ノ
上
此
段
及
通
牒
候
也
(
)｣
と
し
て
、
①
諸
公
文
に
つ
い
て
、
一
時
の
供
閲
に
止
ま
る
も
の
は
議
案
用
紙
を
使
用
せ
ず
欄
外
に
供
閲
起
案
の
年
月
日
印
名
を
記
入
す
る
こ
と
し
、
ま
た
こ
の
記
録
が
綴
込
や
裁
ち
切
り
な
ど
の
場
合
に
見
え
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
、
②
二
枚
以
上
の
議
案
は
、
分
離
し
紛
失
し
な
い
よ
う
に
二
箇
所
に
穴
を
あ
け
て
綴
合
す
る
こ
と
、
③
地
方
長
官
、
其
の
他
よ
り
認
可
申
請
ま
た
は
稟
議
す
る
公
文
に
対
し
て
は
差
支
な
い
限
り
は
総
督
よ
り
の
指
令
の
体
裁
を
と
る
こ
と
、
④
前
議
の
文
章
は
簡
明
に
し
、
立
案
の
本
文
に
お
い
て
事
由
が
明
ら
か
な
る
も
の
は
前
議
を
省
く
こ
と
、
⑤
律
令
府
令
類
は
必
ず
漢
訳
を
付
け
る
こ
と
と
し
、
且
つ
公
布
を
急
ぐ
も
の
は
予
め
漢
訳
の
手
続
を
な
す
こ
と
、
⑥
議
案
を
提
出
す
る
際
に
関
連
し
た
る
書
類
は
一
括
添
付
す
る
こ
と
、
⑦
至
急
の
決
裁
を
仰
ぐ
も
の
又
は
府
報
に
掲
載
す
る
場
合
に
は
、
退
庁
時
間
が
切
迫
す
る
虞
の
あ
る
時
に
は
文
書
課
に
予
告
し
て
置
く
こ
と
、
な
ど
の
文
書
の
編
綴
作
業
、
起
案
の
際
の
注
意
点
並
び
に
公
開
に
お
け
る
取
扱
に
つ
い
て
の
詳
細
な
取
扱
方
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
処
務
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
は
、
事
務
敏
活
を
計
る
た
め
の
規
則
が
定
め
ら
れ
、
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各
課
長
へ
周
知
徹
底
さ
れ
、
総
督
府
の
業
務
の
機
能
化
や
合
理
化
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。
明
治
三
一
年
六
月
二
〇
日
に
は
、
勅
令
第
一
〇
六
号
を
も
っ
て
台
湾
総
督
府
官
制
が
改
正
(
)
さ
れ
、
同
官
制
第
一
四
条
に
お
い
て
、
明
治
三
〇
年
の
官
制
(
)
第
一
四
条
の
｢
機
密
事
務
及
文
書
ノ
取
扱｣
は
｢
機
密
ニ
関
ス
ル
事
務｣
に
改
め
ら
れ
、｢
文
書｣
の
文
字
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
で
は
機
密
に
関
す
る
事
務
の
み
に
限
定
さ
れ
、
文
書
の
取
扱
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
同
年
六
月
三
〇
日
に
定
め
ら
れ
た
訓
令
第
一
四
九
号
の
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
(
)
を
見
て
み
る
と
、
第
六
条
に
、｢
民
政
部
ニ
人
事
課
、
文
書
課
、
県
治
課
、
警
保
課
、
土
木
課
、
衛
生
課
、
主
計
課
、
税
務
課
、
法
務
課
、
学
務
課
、
殖
産
課
、
通
信
課
、
調
査
課
、
会
計
課
ヲ
置
ク｣
と
あ
り
、
第
八
条
に
は
、｢
文
書
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
一
、
公
文
書
類
及
成
案
文
書
ノ
接
受
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
三
、
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
政
部
文
書
課
が
公
文
書
類
の
接
受
発
送
お
よ
び
編
纂
保
存
を
担
当
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
明
治
三
〇
年
一
〇
月
に
施
行
さ
れ
た
台
湾
総
督
府
官
制
に
お
い
て
、
府
内
に
総
督
官
房
・
陸
軍
幕
僚
・
海
軍
幕
僚
・
民
政
局
・
財
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
三
一
年
六
月
の
官
制
改
正
に
よ
り
、
府
内
に
は
民
政
部
・
陸
軍
幕
僚
・
海
軍
幕
僚
の
三
つ
の
機
関
の
み
と
な
り
、
民
政
部
が
行
政
司
法
の
一
切
の
事
務
を
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
民
政
部
は
大
き
な
組
織
と
な
り
、
民
政
局
と
財
務
局
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
民
政
局
長
は
民
政
長
官
に
名
称
が
改
め
ら
れ
た
。
民
政
長
官
が
行
政
司
法
一
切
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
武
両
機
関
の
区
画
を
明
ら
か
に
し
民
政
部
が
首
脳
と
な
っ
て
動
き
出
し
た
。
実
質
的
な
台
湾
総
督
児
玉
源
太
郎
と
民
政
長
官
後
藤
新
平
の
時
代
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
一
年
六
月
の
制
度
改
革
に
よ
り
民
政
部
が
大
き
な
組
織
へ
と
改
編
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
度
に
従
い
改
め
て
翌
月
二
日
に
｢
民
政
部
処
務
規
程
(
)｣
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
｢
民
政
部
処
務
規
程｣
を
受
け
て
、｢
民
政
部
文
書
課
事
務
規
程
(
)｣
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
三
一
年
七
月
一
九
日
付
で
木
村
匡
民
政
部
文
書
課
長
か
ら
後
藤
新
平
民
政
長
官
へ
｢
本
課
事
務
処
理
上
ノ
必
要
ニ
依
リ
90
課
中
ヲ
分
ケ
テ
公
文
掛
及
記
録
掛
ヲ
置
キ
別
紙
ノ
通
事
務
区
分
致
度
候
条
御
認
可
相
成
度
此
段
上
申
候
也｣
(
傍
点
は
筆
者)
と
し
た
上
申
を
な
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
翌
二
〇
日
に
決
裁
さ
れ
即
日
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
規
程
は
、
文
書
課
の
事
務
処
理
上
、
文
書
課
の
事
務
を
公
文
と
記
録
の
二
掛
に
分
け
て
各
掛
長
を
定
め
て
課
長
に
対
し
て
其
の
責
任
を
負
う
と
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
の
が
次
の
よ
う
な
公
文
掛
と
記
録
掛
の
事
務
分
掌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
二
条
公
文
掛
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
一
課
印
及
課
長
印
ノ
管
守
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
接
受
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
三
成
案
文
書
ノ
審
査
ニ
関
ス
ル
事
項
四
配
付
書
類
ノ
未
処
分
及
再
回
書
類
ノ
督
促
ニ
関
ス
ル
事
項
五
公
文
書
類
ノ
浄
書
校
正
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
六
府
報
原
稿
浄
書
ニ
関
ス
ル
事
項
七
石
版
印
刷
ニ
関
ス
ル
事
項
八
物
品
取
扱
ニ
関
ス
ル
事
項
第
三
条
記
録
掛
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
一
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
規
則
類
・
編
纂
出
版
ニ
関
ス
ル
事
項
三
印
刷
物
ノ
審
査
及
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
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四図
書
ノ
管
理
及
目
録
編
纂
ニ
関
ス
ル
事
項
五
府
報
掲
載
ニ
関
ス
ル
事
項
六
諸
統
計
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
七
各
課
ノ
報
告
審
査
ニ
関
ス
ル
事
項
八
民
政
長
官
報
告
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
九
官
報
資
料
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
十
他
掛
ニ
属
セ
サ
ル
事
項
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
公
文
書
の
取
扱
方
は
収
受
発
送
と
編
纂
保
存
と
に
分
界
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
書
課
の
事
務
処
理
を
処
理
前
と
処
理
後
に
分
け
る
こ
と
で
、
事
務
量
の
煩
雑
化
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
条
と
第
三
条
に
掲
げ
て
い
な
い
臨
時
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
規
程
に
拘
わ
ら
ず
課
長
の
指
示
に
従
い
、
各
掛
長
が
相
互
補
助
し
文
書
課
事
務
全
体
の
進
行
を
行
う
と
し
た
条
項
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
民
政
部
の
事
務
量
の
増
加
は
、
民
政
局
か
ら
民
政
部
へ
と
組
織
替
え
し
た
際
に
、
民
政
部
が
人
事
課
、
文
書
課
、
外
事
課
、
県
治
課
、
警
保
課
、
土
木
課
、
衛
生
課
、
主
計
課
、
税
務
課
、
法
務
課
、
学
務
課
、
殖
産
課
、
通
信
課
、
調
査
課
、
会
計
課
の
一
五
課
を
設
置
す
る
と
い
う
大
所
帯
と
な
っ
た
た
め
に
、
取
り
扱
う
文
書
件
数
が
増
加
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
事
態
は
、
民
政
部
内
の
分
課
規
程
を
も
改
正
す
る
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
同
年
九
月
二
六
日
に
立
案
さ
れ
二
八
日
に
決
裁
さ
れ
た
｢
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
中
改
正
ノ
件
(
)｣
に
お
い
て
、｢
現
行
ノ
分
課
規
程
ハ
調
査
課
ナ
ル
一
課
ヲ
置
キ
旧
慣
ノ
調
査
及
公
文
漢
訳
ノ
事
務
ヲ
掌｣
る
も
の
で
あ
る
が
、｢
元
来
旧
慣
ノ
調
査
ハ
参
事
官
ノ
職
務
ニ
最
相
離
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
関
係
ヲ
有｣
し
て
い
る
た
め
、｢
参
事
官
室
ニ
属
セ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
事
務
ノ
進
捗
並
経
費
ヲ
省
ク
上
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ニ
於
テ
得
策｣
で
あ
る
と
し
て
、
第
六
条
中
の
調
査
課
を
削
除
し
、
参
事
官
室
に
調
査
掛
を
設
け
、
調
査
掛
員
に
旧
慣
の
調
査
と
公
文
の
漢
訳
に
関
す
る
事
項
を
従
事
さ
せ
た
。
元
来
旧
慣
の
調
査
は
参
事
官
の
職
務
と
隔
た
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
由
で
は
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
一
つ
の
課
を
移
す
こ
と
で
民
政
部
の
事
務
量
を
多
少
な
り
と
も
減
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
民
政
部
に
総
務
・
財
務
・
通
信
・
殖
産
・
土
木
の
五
つ
の
局
と
警
察
本
署
を
置
く
明
治
三
四
年
の
大
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
二
年
一
〇
月
一
〇
日
に
は
、｢
民
政
部
文
書
課
事
務
規
程｣
の
改
正
に
よ
り
、｢
文
書
課
ニ
公
文
掛
報
告
掛
記
録
掛
ヲ
置
キ
其
事
務
ヲ
分
掌
セ
シ
ム
(
)｣
(
傍
点
は
筆
者)
と
し
て
、
文
書
課
内
の
掛
を
公
文
と
記
録
の
二
掛
か
ら
、
報
告
掛
を
追
加
し
て
三
掛
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
事
務
分
掌
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
第
三
条
公
文
掛
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
一
課
印
及
課
長
印
ノ
管
守
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
接
受
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
三
公
文
書
類
ノ
浄
書
校
正
及
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
四
配
付
書
類
ノ
処
分
催
促
ニ
関
ス
ル
事
項
五
石
版
印
刷
ニ
関
ス
ル
事
項
六
物
品
出
納
ニ
関
ス
ル
事
項
第
四
条
報
告
掛
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
一
官
報
及
諸
報
告
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
統
計
ノ
調
製
ニ
関
ス
ル
事
項
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三府
報
ニ
関
ス
ル
事
項
四
新
聞
雑
誌
ニ
記
載
セ
シ
ム
ヘ
キ
原
稿
ニ
関
ス
ル
事
項
第
五
条
記
録
掛
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
一
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
法
規
ノ
整
備
編
纂
及
出
版
ニ
関
ス
ル
事
項
三
印
刷
ニ
付
ス
ヘ
キ
文
書
ノ
審
査
及
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
四
図
書
ノ
管
理
ニ
関
ス
ル
事
項
五
他
掛
ノ
主
管
ニ
属
セ
サ
ル
事
項
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
事
務
分
掌
に
よ
り
、
各
掛
の
業
務
内
容
は
、
公
文
掛
で
は
公
文
書
類
課
印
及
び
課
長
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
・
公
文
書
類
の
接
受
配
付
に
関
す
る
事
項
・
文
書
類
の
浄
書
や
校
正
及
び
発
送
に
関
す
る
事
項
・
配
付
書
類
の
処
分
や
催
促
な
ど
に
関
す
る
事
項
を
、
報
告
掛
で
は
官
報
・
統
計
・
府
報
に
関
す
る
事
項
と
新
聞
雑
誌
に
記
載
す
る
原
稿
な
ど
を
、
記
録
掛
で
は
公
文
書
類
の
編
纂
保
存
を
は
じ
め
法
規
な
ど
の
編
纂
や
印
刷
か
ら
｢
他
掛
ノ
主
管｣
に
属
し
て
い
な
い
、
ま
さ
し
く
そ
の
他
の
業
務
事
項
を
担
当
す
る
と
さ
れ
た
。
明
治
三
一
年
七
月
に
、
公
文
掛
と
記
録
掛
を
お
い
て
文
書
課
の
事
務
処
理
を
処
理
前
と
処
理
後
と
に
分
け
る
こ
と
で
、
事
務
量
の
煩
雑
化
に
対
応
し
て
い
っ
た
の
も
束
の
間
、
翌
三
二
年
一
〇
月
に
は
、
公
文
掛
と
記
録
掛
に
加
え
て
報
告
掛
を
設
け
、
記
録
掛
か
ら
報
告
お
よ
び
公
表
す
る
事
項
を
移
管
さ
せ
、
そ
の
上
に
｢
新
聞
雑
誌
ニ
記
載
セ
シ
ム
ヘ
キ
原
稿
ニ
関
ス
ル
事
項｣
と
い
う
新
聞
雑
誌
に
つ
い
て
限
定
し
た
事
項
を
追
加
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、｢
各
課
ノ
報
告
審
査
ニ
関
ス
ル
事
項｣
と
｢
民
政
長
官
報
告
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項｣
を
94
｢官
報
及
諸
報
告
ニ
関
ス
ル
事
項｣
(
傍
点
は
筆
者)
に
吸
収
さ
せ
、
民
政
長
官
お
よ
び
各
課
の
報
告
を
纏
め
た
諸
報
告
と
し
た
事
項
と
し
て
設
置
し
た
。
次
の
第
五
表
は
、
三
一
年
と
三
二
年
の
事
務
分
掌
の
比
較
表
で
あ
る
。
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第
五
表
｢
民
政
部
文
書
課
事
務
規
程｣
の
記
載
明
治
三
一
年
明
治
三
二
年
公
文
掛
公
文
掛
一
課
印
及
課
長
印
ノ
管
守
ニ
関
ス
ル
事
項
一
課
印
及
課
長
印
ノ
管
守
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
接
受
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
二
公
文
書
類
ノ
接
受
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
三
成
案
文
書
ノ
審
査
ニ
関
ス
ル
事
項
四
配
付
書
類
ノ
未
処
分
及
再
回
書
類
ノ
督
促
ニ
関
ス
ル
事
項
四
配
付
書
類
ノ
処
分
催
促
ニ
関
ス
ル
事
項
五
公
文
書
類
ノ
浄
書
校
正
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
三
公
文
書
類
ノ
浄
書
校
正
及
発
送
ニ
関
ス
ル
事
項
六
府
報
原
稿
浄
書
ニ
関
ス
ル
事
項
七
石
版
印
刷
ニ
関
ス
ル
事
項
五
石
版
印
刷
ニ
関
ス
ル
事
項
八
物
品
取
扱
ニ
関
ス
ル
事
項
六
物
品
出
納
ニ
関
ス
ル
事
項
記
録
掛
記
録
掛
・
報
告
掛
記
録
掛
一
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
一
公
文
書
類
ノ
編
纂
保
存
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
規
則
類
・
編
纂
出
版
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
法
規
ノ
整
備
編
纂
及
出
版
ニ
関
ス
ル
事
項
こ
の
第
五
表
か
ら
、
明
治
三
一
年
ま
で
は
、
公
文
掛
と
記
録
掛
が
台
湾
総
督
府
文
書
の
作
成
か
ら
保
存
管
理
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
記
録
掛
は
、
明
治
三
二
年
か
ら
業
務
の
一
部
で
あ
る
官
報
、
府
報
、
新
聞
雑
誌
な
ど
の
公
表
す
る
も
の
と
統
計
と
報
告
に
関
す
る
事
項
を
、
別
途
報
告
掛
を
設
置
し
て
同
掛
の
業
務
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
統
治
五
年
と
も
な
る
と
、
総
督
府
機
関
の
組
織
機
構
は
拡
大
し
、
組
織
の
拡
大
化
は
業
務
の
拡
大
化
に
、
業
務
の
拡
大
化
は
文
書
の
大
量
化
に
、
文
書
の
大
量
化
は
文
書
の
細
分
化
へ
と
繋
が
り
、
文
書
を
保
存
管
理
す
る
文
書
課
は
分
類
整
理
す
る
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三
印
刷
物
ノ
審
査
及
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
三
印
刷
ニ
付
ス
ヘ
キ
文
書
ノ
審
査
及
配
付
ニ
関
ス
ル
事
項
四
図
書
ノ
管
理
及
目
録
編
纂
ニ
関
ス
ル
事
項
四
図
書
ノ
管
理
ニ
関
ス
ル
事
項
五
他
掛
ノ
主
管
ニ
属
セ
サ
ル
事報
告
掛
五
府
報
掲
載
ニ
関
ス
ル
事
項
三
府
報
ニ
関
ス
ル
事
項
六
諸
統
計
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
二
諸
統
計
ノ
調
製
ニ
関
ス
ル
事
項
七
各
課
ノ
報
告
審
査
ニ
関
ス
ル
事
項
八
民
政
長
官
報
告
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
九
官
報
資
料
調
査
ニ
関
ス
ル
事
項
一
官
報
及
諸
報
告
ニ
関
ス
ル
事
項
十
他
掛
ニ
属
セ
サ
ル
事
項
四
新
聞
雑
誌
ニ
記
載
セ
シ
ム
ヘ
キ
原
稿
ニ
関
ス
ル
事
項
明
治
三
一
年
お
よ
び
三
二
年
の
｢
民
政
部
文
書
課
事
務
規
程｣
よ
り
作
成
。
た
め
の
諸
規
程
を
定
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
を
統
治
し
て
五
年
が
経
過
す
る
な
か
で
、
組
織
機
構
も
確
立
し
、
各
部
局
内
の
業
務
も
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
う
業
務
の
細
分
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
文
書
を
分
類
し
て
保
存
す
る
た
め
の
文
書
分
類
の
細
分
化
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
民
政
局
ま
た
は
官
房
内
の
文
書
課
に
お
け
る
文
書
の
集
中
管
理
の
体
制
が
確
立
し
て
い
く
。
こ
の
集
中
管
理
を
導
入
し
て
い
く
五
年
と
い
う
期
間
が
、
草
創
期
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
草
創
期
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
の
基
礎
と
な
る
規
則
は
、
明
治
二
八
年
に
制
定
さ
れ
た
｢
民
政
局
分
課
規
程｣
で
あ
り
、｢
二
八
年
民
政
局
記
録
規
則｣
で
あ
り
、｢
二
八
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
で
あ
っ
た
。
翌
二
九
年
に
は
、｢
二
九
年
民
政
局
記
録
規
則｣
、
｢
二
九
年
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
｢
民
政
局
文
書
保
存
規
則｣
お
よ
び
｢
民
政
局
処
務
規
程｣
が
定
め
ら
れ
、
文
書
管
理
制
度
の
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
後
、｢
民
政
局
処
務
細
則｣
と
｢
官
房
処
務
細
則｣
お
よ
び
｢
文
書
課
発
受
仮
手
続｣
の
規
程
を
中
心
と
し
て
文
書
課
に
お
け
る
総
督
府
の
各
部
局
文
書
を
管
理
す
る
体
制
を
整
え
て
い
く
が
、
明
文
化
さ
れ
た
制
度
が
そ
の
ま
ま
遵
守
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
く
に
は
、
文
書
管
理
体
制
の
構
築
の
み
な
ら
ず
、
総
督
府
の
官
吏
の
文
書
に
対
す
る
意
識
改
革
が
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
制
度
と
実
態
の
乖
離
は
、
台
湾
統
治
初
期
に
お
け
る
現
象
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
統
治
後
期
に
お
け
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
完
成
を
み
た
｢
文
書
取
扱
規
程｣
制
定
ま
で
続
い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
整
備
を
行
う
第
一
期
た
る
草
創
期
に
お
け
る
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
を
見
て
き
た
が
、
文
書
管
理
制
度
は
確
立
し
て
も
台
湾
総
督
府
の
官
吏
の
文
書
の
取
り
扱
い
方
へ
の
意
識
の
低
さ
に
よ
り
、
文
書
管
理
の
実
態
が
伴
わ
ず
、
文
書
の
返
戻
処
理
に
お
け
る
遅
延
問
題
、
文
書
紛
失
の
問
題
、
杜
撰
な
文
書
取
扱
に
お
け
る
問
題
な
ど
、
実
際
は
、
法
制
度
と
運
用
と
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の
乖
離
が
非
常
に
激
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、｢
各
官
衙
提
出
文
書
返
戻｣
や
｢
到
着
文
書
配
付
変
更｣
お
よ
び
｢
文
書
処
理
期
限｣
な
ど
を
稟
議
案
件
と
し
て
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
事
務
の
停
滞
を
き
た
し
て
お
り
、
甚
だ
し
い
業
務
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
上
と
実
態
と
の
乖
離
に
は
、
新
た
に
台
湾
と
い
う
外
地
を
統
治
し
て
間
も
な
い
と
い
う
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
統
治
そ
の
も
の
が
手
探
り
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
文
書
の
保
存
管
理
に
お
い
て
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
民
政
局
が
統
括
す
る
の
か
総
督
官
房
な
の
か
と
い
う
、
い
ず
れ
の
部
局
が
文
書
の
収
受
か
ら
回
議
・
決
裁
・
発
送
・
保
存
・
運
用
ま
で
を
担
う
の
か
と
い
っ
た
、
管
轄
す
る
文
書
管
理
部
署
す
ら
も
定
ま
ら
ず
明
確
化
が
で
き
な
い
ま
ま
に
台
湾
統
治
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
台
湾
総
督
府
は
現
地
統
治
機
関
と
は
い
え
、
総
督
に
全
て
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
根
幹
と
な
る
重
要
な
部
分
は
本
国
政
府
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
督
も
民
政
局
長
(
民
政
長
官
・
総
務
長
官)
も
台
湾
で
の
現
地
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
｢
民
政
局
長
不
在
中
ノ
文
書
取
扱
方｣
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
本
国
政
府
よ
り
遠
く
離
れ
た
土
地
で
あ
り
、
海
の
向
こ
う
の
台
湾
を
統
治
し
て
い
た
台
湾
総
督
府
に
と
っ
て
、
総
督
と
民
政
局
長
と
い
う
上
層
部
の
不
在
は
、
決
裁
権
者
が
い
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
決
裁
の
停
滞
を
は
じ
め
、
業
務
が
進
ま
な
い
と
い
う
休
業
状
態
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
総
督
府
官
吏
の
業
務
へ
の
怠
慢
を
醸
成
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
怠
慢
さ
が
各
部
局
の
官
吏
に
蔓
延
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
の
紛
失
や
文
書
を
乱
暴
に
取
り
扱
う
な
ど
の
杜
撰
な
文
書
管
理
が
重
大
な
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。台
湾
総
督
府
は
、
文
書
管
理
規
程
の
制
定
、
通
達
に
よ
る
注
意
喚
起
、
規
程
改
正
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
文
書
課
に
お
け
る
一
局
集
中
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
文
書
管
理
の
制
度
面
だ
け
を
捉
え
る
と
、｢
公
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル｣
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と
い
う
文
書
の
収
受
か
ら
配
付
・
回
議
・
決
裁
・
施
行
・
保
存
・
運
用
ま
で
の
文
書
行
政
が
考
慮
さ
れ
た
制
度
設
計
を
行
っ
て
い
た
。
一
局
集
中
型
の
文
書
管
理
と
い
う
権
限
を
与
え
ら
れ
た
文
書
課
は
、
地
方
官
庁
の
文
書
を
も
す
べ
て
本
府
た
る
台
湾
総
督
府
を
通
じ
て
本
国
政
府
本
省
へ
送
付
す
る
よ
う
に
と
い
う
台
湾
事
務
局
野
村
政
明
局
長
よ
り
の
通
達
(
)
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
府
内
だ
け
で
な
く
、
地
方
庁
を
含
む
台
湾
統
治
の
行
政
文
書
の
徹
底
し
た
保
存
管
理
業
務
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
台
湾
総
督
府
は
、
文
書
課
の
権
限
を
も
っ
て
杜
撰
な
処
理
を
執
り
行
っ
て
い
た
各
部
署
に
対
処
し
つ
つ
、
実
態
と
の
乖
離
を
取
り
払
お
う
と
制
度
改
正
を
重
ね
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
た
第
二
期
以
降
に
つ
い
て
は
、
既
に
用
意
し
て
い
る
別
稿
を
も
っ
て
論
じ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
昭
和
二
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
明
治
三
四
年
の
｢
処
務
規
程｣
を
中
心
と
し
た
文
書
管
理
制
度
、
門
類
別
に
分
類
さ
れ
編
纂
さ
れ
た
文
書
と
業
務
内
容
と
の
統
一
が
な
さ
れ
、
記
録
・
分
類
・
保
存
の
三
つ
の
規
則
が
改
修
さ
れ
た
｢
文
書
保
存
規
則｣
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
、
昭
和
二
年
に
明
治
三
四
年
の
｢
処
務
規
程｣
と
同
三
八
年
の
｢
文
書
保
存
規
則｣
を
改
修
し
て
完
成
し
た
｢
文
書
取
扱
規
程｣
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
期
間
全
体
を
完
成
期
と
し
て
見
て
い
く
。
次
い
で
、
太
平
洋
戦
争
下
に
お
い
て
極
端
な
規
程
に
改
正
さ
れ
た
第
三
期
の
戦
時
下
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
各
期
に
お
け
る
文
書
管
理
の
特
徴
を
捉
え
、
文
書
管
理
制
度
の
変
遷
と
法
制
度
と
実
態
の
相
違
を
分
析
し
、
完
成
期
か
ら
戦
時
期
に
向
か
う
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
註
(
１)
拙
稿
｢
日
本
帝
国
の
台
湾
統
治
文
書
の
ア
ー
カ
イ
ブ｣
(
社
研
叢
書
『
知
の
技
術
の
継
承
と
展
開
―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
日
伊
比
較
―』
、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
二
〇
一
四
年
、
一
一
二
頁
〜
一
二
八
頁
参
照)
。
(
２)
檜
山
幸
夫
著
｢
台
湾
総
督
府
文
書
と
日
本
の
近
代
行
政
文
書｣
(『
台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
学
的
研
究
―
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
―』
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ゆ
ま
に
書
房
・
二
〇
〇
三
年
、
五
九
頁)
。
(
３)
檜
山
幸
夫
著
｢
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
論｣
(『
台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
学
的
研
究
―
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
―』
ゆ
ま
に
書
房
・
二
〇
〇
三
年
、
二
三
七
頁
〜
三
一
三
頁)
。
(
４)
水
野
保
著
｢
明
治
三
二
年
を
中
心
と
し
た
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
制
―
検
索
利
用
上
の
視
点
を
ま
じ
え
て｣
(｢
台
湾
総
督
府
文
書
目
録』
第
五
巻
・
解
説
、
ゆ
ま
に
書
房
・
一
九
九
八
年
、
三
七
九
頁
〜
四
三
六
頁
所
収)
。
(
５)
水
野
保
著
｢
台
湾
総
督
府
及
び
地
方
庁
の
文
書
管
理
制
度｣
(『
台
湾
総
督
府
文
書
の
史
料
学
的
研
究
―
日
本
近
代
公
文
書
学
研
究
序
説
―』
ゆ
ま
に
書
房
・
二
〇
〇
三
年
、
三
一
五
頁
〜
五
五
七
頁)
。
(
６)
｢
民
政
局
分
課
規
程｣
(『
明
治
二
八
年
開
府
以
降
軍
組
織
中
ニ
至
ル
甲
種
永
久
保
存
書
類
第
三
巻』
、
第
一
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
〇
三)
。
(
７)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則｣
(『
自
開
府
至
軍
組
織
中
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
甲
種
永
久
第
五
巻』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
〇
五)
。
(
８)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
、
同
上
。
(
９)
｢
民
政
局
処
務
規
程｣
(『
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
二
巻』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
五
六)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則｣
(『
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』
第
二
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
六
〇)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
、
同
上
。
(
)
｢
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣
、
同
上
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程｣
訓
令
第
三
五
五
号
(『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
〇
五
四
号
、
明
治
三
四
年
一
一
月
一
一
日
、
二
五
頁
〜
二
六
頁)
。
(
)
｢
官
房
並
民
政
部
文
書
保
存
規
則
ノ
件｣
(『
明
治
三
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
九
巻』
第
一
〇
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
〇
五
九)
。
(
)
｢
文
書
取
扱
規
程
制
定
ノ
件
伺
訓
令
第
三
七
号｣
(『
昭
和
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
索
引
永
久
保
存』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
一
〇
三
四
三)
。
訓
令
第
三
七
号
(『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
五
一
号
、
昭
和
二
年
七
月
一
四
日
、
四
三
頁
〜
四
五
頁)
。
(
)
｢
公
文
書
の
廃
棄
厳
格
化
案｣
(『
朝
日
新
聞』
朝
刊
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
九
日
、
一
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
仮
条
例｣
(『
明
治
二
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
官
房
甲
種
永
久
第
一
巻』
第
一
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
一
一
、
前
註
(
６)
同
、
第
一
文
書)
。
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()
｢
文
書
取
扱
仮
規
程｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
一
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
条
例｣
(
陸
軍
第
七
〇
号
、
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
年
間
法
令
全
書』
第
二
八
巻
―
３
、
原
書
房
、
一
四
五
頁
〜
一
四
七
頁
、
明
治
二
八
年
八
月
六
日
・
軍
政)
。
(
)
｢
民
政
局
文
書
処
理
手
続｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
二
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
各
部
分
課
規
程｣
(
前
註
(
９)
同
、
第
二
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
条
例｣
(
勅
令
第
八
八
号
、『
官
報』
第
三
八
二
三
号
、
明
治
二
九
年
三
月
三
一
日
・
民
政
、
四
九
〇
頁
〜
四
九
一
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
内
務
部
処
務
細
則｣
(
前
註
(
９)
同
、
第
七
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
処
務
規
程｣
(
前
註
(
９)
同
、
第
五
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
記
録
規
則｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
五
文
書)
。
(
	)
｢
民
政
局
記
録
分
類
規
則｣
、
同
上
。
(

)
｢
民
政
局
事
務
仮
規
程｣
(『
明
治
三
〇
年
公
文
類
纂
索
引
永
久
保
存
第
四
巻』
、
第
一
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
一
二
四)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
(
勅
令
第
三
六
二
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
八
七
号
・
明
治
三
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
、
四
〇
頁
〜
四
一
頁
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
二
一
日
官
報)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
処
務
細
則｣
(『
明
治
三
〇
年
公
文
類
纂
索
引
永
久
保
存
第
四
巻』
、
第
三
七
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
五
四)
。
(
)
｢
官
房
処
務
細
則｣
(
前
註
(

)
同
、
第
四
一
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
行
政
事
務
規
程
制
定｣
訓
令
第
一
三
六
号
『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
八
六
号
・
明
治
三
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
三
八
頁
、
お
よ
び
前
註
(

)
同
、
第
三
九
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制
中
改
正｣
(
勅
令
第
一
〇
六
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
三
一
七
号
、
明
治
三
一
年
六
月
三
〇
日
、
八
七
頁
〜
八
八
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程｣
(
訓
令
第
四
九
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
三
一
七
号
、
明
治
三
一
年
六
月
三
〇
日
、
八
五
頁
〜
八
六
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
部
処
務
規
程｣
(
訓
令
第
一
六
八
号
『
台
湾
総
督
府
報』
第
三
一
九
号
・
明
治
三
一
年
七
月
二
日
、
九
頁
〜
一
〇
頁)
。
(
)
｢
民
政
部
記
録
規
則
改
正
ノ
件｣
(『
明
治
三
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
三
巻』
第
三
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
四
七
四)
。
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()
｢
文
書
特
殊
取
扱
手
続
ノ
件｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
二
文
書)
。
(
)
｢
書
類
貸
出
手
続
ノ
件｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
三
文
書)
。
(
)
｢
特
殊
取
扱
文
書
部
類
表
中
改
正
ノ
件｣
(『
明
治
三
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
一
五
年
保
存
第
一
巻』
第
三
三
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
四
八
八
二)
。
(
)
｢
文
書
分
類
表
中
追
加
ノ
件｣
(
同
上
、
第
三
四
文
書)
。
(
)
｢
総
督
府
分
課
規
程
改
正
ノ
為
保
存
文
書
分
類
中
削
除
又
ハ
追
加
等
ノ
件｣
(『
明
治
四
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
八
巻』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
二
七
八)
。
(
)
｢
文
書
保
存
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣
(『
明
治
四
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
九
巻』
第
九
文
書､
簿
冊
番
号
〇
一
四
六
一)
。
(
)
｢
官
房
文
書
課
事
務
分
掌
規
程
改
正｣
(『
台
湾
総
督
府
報』
第
二
八
四
一
号
彙
報
、
明
治
四
二
年
一
一
月
二
五
日
、
八
八
頁)
。
(
	)
｢
台
湾
総
督
府
官
房
並
民
政
部
各
局
署
部
分
課
規
程｣
(
訓
令
第
一
八
七
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
三
三
五
一
号
、
明
治
四
四
年
一
〇
月
一
六
日
、
四
四
頁
〜
四
七
頁)
。
(

)
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
改
正｣
(
訓
令
第
一
六
〇
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
三
五
六
六
号
、
明
治
四
五
年
七
月
一
三
日
、
四
一
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程
改
正｣
(
訓
令
第
一
〇
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
四
号
、
大
正
元
年
八
月
一
七
日
、
四
五
頁)
。
(
)
｢
保
存
文
書
分
類
表
中
門
及
類
設
置
ノ
件｣
(『
大
正
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
六
巻
甲』
第
四
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
二
三
四)
。
(
)
｢
保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣
(『
大
正
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
六
巻』
第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
九
二
六)
。
(
)
｢
保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣
(『
大
正
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
二
巻』
第
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
〇
一
七)
。
(
)
｢
保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣
(『
大
正
一
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
一
巻』
第
一
一
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
五
六
〇)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正｣
(
訓
令
第
一
一
一
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
号
外
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
、
一
三
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正｣
訓
令
第
二
一
一
号
、『
台
湾
総
督
官
報』
第
四
九
九
号
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日
、
一
〇
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
文
書
取
扱
規
程
中
改
正｣
訓
令
第
四
〇
号
、『
台
湾
総
督
官
報』
第
五
八
三
号
、
昭
和
一
九
年
三
月
一
二
日
、
六
二
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
仮
条
例｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
文
書
取
扱
仮
規
程｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
一
文
書)
。
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()
｢
台
湾
総
督
府
条
例｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
総
督
府
副
官
部
処
務
細
則｣
(
前
註
(
６)
同
、
第
一
八
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
分
課
規
程｣
、
前
註
(
６)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
条
例｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
民
政
局
処
務
規
程｣
、
前
註
(
９)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
、
前
註
(
	)
同
。
(

)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
(
勅
令
第
二
一
〇
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
〇
五
九
号
・
明
治
三
四
年
一
一
月
一
九
日
、
四
九
頁
〜
五
〇
頁)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
処
務
規
程｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
拙
稿
｢
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
と
文
書
取
扱
に
関
す
る
一
考
察｣
(『
現
代
の
公
文
書
史
料
学
へ
の
視
座』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
二
〇
〇
六
年
、
七
六
頁
〜
八
一
頁)
を
参
照
。
(
)
｢
民
政
局
文
書
取
扱
仮
規
程｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
一
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
分
課
規
程｣
(
前
註
(
６)
同
、
第
一
六
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
文
書
処
理
手
続｣
(
前
註
(
７)
同
、
第
二
文
書)
。
(
)
幕
僚
副
官
部
の
文
書
取
扱
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
と
文
書
取
扱
に
関
す
る
一
考
察｣
(『
現
代
の
公
文
書
史
料
学
へ
の
視
座』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
二
〇
〇
六
年
、
一
一
二
頁
〜
一
一
四
頁)
を
参
照
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
条
例｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
と
文
書
取
扱
に
関
す
る
一
考
察｣
(『
現
代
の
公
文
書
史
料
学
へ
の
視
座』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
・
二
〇
〇
六
年
、
七
六
頁
〜
八
一
頁)
を
参
照
。
(
)
｢
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
文
書
保
存
規
則
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
｢
日
本
統
治
期
台
湾
の
文
書
保
存
と
官
僚｣
(『
中
京
法
学』
第

巻
第
２
・
３
号
、
中
京
大
学
法
学
部
・
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二
〇
一
七
年
、(
一
〇
九)
二
六
七
頁
〜(
一
二
三)
二
八
一
頁)
を
参
照
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
内
務
部
処
務
細
則｣
(
前
註
(
９)
同
、
第
七
文
書)
。
(
)
｢
民
政
局
処
務
規
程｣
、
前
註
(
９)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
(
勅
令
第
三
六
二
号
、『
台
湾
総
督
府
報』
第
一
八
七
号
・
明
治
三
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
、
明
治
三
〇
年
一
〇
月
二
一
日
官
報)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
行
政
事
務
規
程
制
定｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
局
処
務
細
則｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
民
政
局
文
書
事
務
取
扱
方
内
訓｣
(『
明
治
三
十
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
九
巻』
第
二
三
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
一
二
九)
。
(
	)
｢
文
書
発
受
仮
手
続
制
定
ノ
件｣
(
同
上
、
第
二
五
文
書)
。
(

)
｢
再
回
文
書
及
完
結
文
書
引
継
方｣
(『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌』
第
三
編
警
務
事
績
篇
・
台
湾
総
督
府
警
務
局
、
一
〇
五
頁)
。
(
)
｢
漢
文
書
ニ
ハ
和
訳
文
ヲ
添
付
ス
ヘ
キ
通
牒｣
(『
明
治
三
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
七
巻』
第
八
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
二
四
五)
。
(
)
｢
即
日
決
行
文
書
取
扱
方｣
(『
台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌』
第
三
編
警
務
事
績
篇
・
台
湾
総
督
府
警
務
局
、
一
〇
六
頁)
。
(
)
｢
文
書
配
付
変
更
ニ
関
ス
ル
件｣
(『
明
治
三
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
九
巻』
第
七
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
二
四
一)
。
(
)
同
上
、
第
一
三
文
書
。
(
)
｢
文
書
処
理
期
限
ノ
儀
ニ
付
キ
訓
令
ノ
件｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
九
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
の
刷
新
と
統
治
政
策
の
転
換
―
明
治
三
一
年
の
台
湾
統
治｣
(『
台
湾
総
督
府
文
書
目
録』
第
五
巻
・
解
説
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
八
年)
。
(
)
｢
各
官
衙
提
出
文
書
返
戻
之
件｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
七
文
書)
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
民
政
部
処
務
規
程｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
民
政
局
長
不
在
中
ノ
文
書
取
扱
方
ニ
関
シ
伺｣
(
前
註
(
)
同
、
第
二
一
文
書)
。
(
)
｢
文
書
取
扱
上
之
件
ニ
付
各
課
長
ヘ
通
知｣
(
前
註
(
)
同
、
第
二
〇
文
書)
。
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()
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
制｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
台
湾
総
督
府
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程｣
、
前
註
(
)
同
。
(
)
｢
民
政
部
処
務
規
程
ヲ
訓
令
ノ
件｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
六
文
書)
。
(
	)
｢
文
書
課
各
掛
事
務
区
分
認
可｣
(
前
註
(
)
同
、
第
二
五
文
書)
。
(

)
｢
官
房
及
民
政
部
分
課
規
程
中
改
正｣
(
前
註
(
)
同
、
第
三
九
文
書)
。
(
)
｢
民
政
部
文
書
課
事
務
規
程｣
(『
明
治
三
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
甲
種
永
久
第
二
巻』
第
三
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
三
四
九)
。
(
)
｢
各
県
庁
ヨ
リ
内
地
官
衙
ニ
往
復
ス
ル
書
類
ハ
台
湾
事
務
局
経
由
ヲ
要
ス｣
(
前
註
(
)
同
、
第
一
三
文
書)
。
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